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第1章　　平成11年度調査の概要

四国横断自動車道のうち高松市内区間及び津田引田間建設に伴う埋蔵文化財調査は平成8年度から開

始され，本年度で4年目となった。

高松市内区間の本年度の調査面積は7，904Idで，昨年度までの実績と合わせると全体（約37，000Id）

の87％が終了したことになる。一方津田～引田間については，本年度の調査面積は21，075出で，昨年度

までの実績と合わせると全体（約145，000d）の99％が終了したことになる。

1．高松市内区間調査の概要

高松市内の横断道関係埋蔵文化財発掘調査対象地は，高松・善通寺間と高松市内区間の2工区に分か

れる。当初計画では，西部の高松・善通寺間に該当する遺跡としては香川郡条里B地区（八幡遺跡・中

森遺跡），東部の高松市内区間では香川郡条里C地区・D地区，前田東・中村遺跡の合計9，116出を調査

実施する予定であった。この内，調査対象地の用地確保の遅れが建設省施工箇所の香川郡条里B地区中

森遺跡と香川郡条里D地区で生じたため，その期間を公団施工箇所の香川郡条里B地区八幡遺跡の調査

に振り替えた。

八幡遺跡の発掘調査は，7月～9月と1月～3月の2時期に分けて合計4，315出の調査を実施した。調

査区の南部では中世の香川郡条里地割の坪界の南北方向の溝とそれに規制された東西の方位を有するや

や規模の大きな堀状の溝を検出した。後者の堀状の溝は，その埋土の堆積状況からすると留水状況下で

埋没したものとみられ，調査区南端の落ち込みと関連が窺われるが，いずれも遺物をほとんど含まない

点が注目される。

中森遺跡は10月～12月にかけて1，563Idの発掘調査を実施した。国道11号より北側の箇所で中世の屋

敷地の一画を検出し，南部では昨年度調査の旧石器ブロックの東側でサヌカイト剥片等が出土した。

香川郡条里C地区では，126出を対象として建物撤去後の調査を実施した。

平成9年度から調査を実施している高松東インターチェンジ建設予定地の前田東中村遺跡は，今年度

は1，900Idの発掘調査を実施した。年度当初の用地取得見込みでは，一部年度後半まで持ち越す危険が

あったため，年度当初と末に工程を2分していたが，用地取得の進展から連続した調査となった。13，146

出の発掘調査を足かけ3年で実施し，縄文時代から中世にかけての大規模な複合遺跡の調査が今年度で

完了した。

平成12年度は，横断道発掘調査の最終年度であり，高松市田村町以西で，高松市内区間の香川郡条里

D地区2，500誠と善通寺高松区間の香川郡条里B地区八幡遺跡の1，542出と中森遺跡の752出の合計が残

るだけとなった。

2．津田引田間調査の概要

本年度の調査対象となった遺跡は，三殿出口遺跡，金毘羅山遺跡（下屋敷地区），樋端遺跡，成重遺

跡，谷遺跡，善門地西遺跡（池の奥地区），天王谷遺跡（塩屋地区），池田石垣遺跡の8遺跡である。

三殿出口遺跡は昨年度予備調査で弥生時代の遺物包含層等を検出したため，4月から6月までと11月

に本調査を実施した。家屋が多く残っていたため撤去時期や工事工程との調整を重ねながらの調査であ
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ったが，中世の火葬墓や近世の砂糖竃跡などを検出し，完了した。

金毘羅山遺跡は，平成10年度に平地部と丘陵斜面の一部の調査を実施しているが，今年度の調査は丘

陵斜面の残り部分である。12－3月（1月中断）の調査期間で，竪穴式石室2基，土器棺墓4基他を発

掘した。

樋端遺跡の本年度の調査はC地区南部とE地区が対象で，9・10月に実施した。E地区は家屋撤去後

の8月に予備調査を実施した結果，横断道用地南に広がる弥生時代後期の集落跡である神越遺跡はここ

までは延びていないことが確認でき，おそらく湊川の氾濫によって遺跡は消滅したものと推測された。

一方C地区の丘陵尾根上からは弥生時代後期と推定される35基の土墳墓群や8基の土器棺墓が検出され，

遺物としては懸垂鏡として使用されたと思われる内行花文鏡の破片を検出したことは大きな成果であっ

た。

成重遺跡は遺跡西端一帯と，東端の家屋撤去後の3カ所を調査した。6月からは遺跡西端の調査を開

始し，弥生時代の集石遺構，竪穴住居跡や中世の集落跡等を調査した。

谷遺跡は家屋撤収後の8月に平地部の予備調査を実施した結果，上下2面の遺構面が検出されたた

め，9月から成重遺跡の調査と併行して本調査を開始した。上面では中世の掘立柱建物跡や土坑を検出

し，下面では弥生時代の竪穴住居跡2棟，土坑などを発掘した。本年度は，この平地部分2，641誠と窯

跡周辺の一部100dを調査し，次年度は丘陵斜面に築かれた近世の陶器窯跡本体900出の調査を予定して

いる。

善門地西遺跡は平成9年度から断続的に調査されているが，本年度が最終年度である。

中世のピットが多数検出されたが，細長い土坑からは中世の瀬戸焼が出土したことは注目される。

天王谷遺跡は昨年度からの継続調査で，7・8月に実施した。注目できる遺構は13－14世紀のロスト

ル式瓦窯2基で，連珠文軒平瓦や巴文軒丸瓦も出土し，中世瓦生産のあり方を研究する上で貴重な資料

となろう。

赴田石垣遺跡は4－6月に実施した。中世の掘立柱建物跡，池状遺構などが検出された。

中でも掘立柱建物跡の1棟は四面庇付きの建物に復元でき，この付近に寺があったという伝承と合わせ

ると，遺跡の性格としては中世寺院を求めてもよいかもしれない。

いずれにしても善門池遺跡，天王谷遺跡，迩田石垣遺跡で調査された内容は香川県東部の中世の様子

を知る上で貴重な成果である。

以上が本年度の調査概要であるが，次年度には谷遺跡900出を残すのみとなった。なお調査の大半は

日本道路公団四国支社の委託を受けて実施したものであるが，側道部分の成重遺跡681出と樋端遺跡50

dについては県土木部道路建設課の委託を受け，また成重遺跡における国道318号拡幅部分258血につい

ては県土木部横断道対策総室の委託を受けて実施したものである。
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N O 区　　 間 地 区 名 遺 跡 名 所　　 在　　 地
調査総面積

（d ）

年 度 別調 査 面 積 （d ）

8 年 度 9 年 度 10年 度 11年 度 12年度予定

1 高 松 市 内 区 間 香 川 郡 条 里 A 中 間 東 井 坪 高松 市 中間 町 709 7 0 9 0 0 0

2 正　　　　　 箱 正　　　　 箱 高松 市 壇 紙 町 800 0 0 8 00 0

3 香 川 郡 条 里 B 八　　　　 幡 ク 6，05 7 0 0 2 00 4，31 5 1，54 2

4 香 川 郡 条 里 B 中　　　　 森 ク 5，33 0 0 0 3，01 5 1，56 3 7 5 2

5 香 川 郡 条 里 C 高松 市 勅 使 町 896 0 0 7 70 1 2 6

6 香 川 郡 条 里 D （ 田　 村 ） 高松 市 田村 町 2 ，50 0 0 0 0 0 2，50 0

7 上　 天　 神 高松 市 上 天 神 町 190 0 1 9 0 0 0

8 林 ・ 坊　 城 林 ・ 坊　 城 高松 市 林 町 2，97 1 4 8 1 4 9 0 2，00 0 0

9 山 田 郡 条 里 A 林　　　　 浴 ク 2，62 6 2 ，62 6 0 0 0

1 0 東 山 埼 ・水 田 東 山埼 ・水 田 高松 市 来 山崎 町 1，97 8 0 0 1，97 8 0

1 1 前 田 東 ・中 村 前 田東 ・中村 高 松市 前 田東 町 13，14 6 0 4 ，04 0 7 ，20 6 1，90 0

市　　　 内　　　 区　　　 間　　　 合　　　 計 37，20 3 3，8 16 4 ；72 0 15 ，96 9 7 ，90 4 4 ，79 4

12 津 田 ～引 田 中　　　　　 谷 中　　　　 谷 大 川 郡津 田町 鶴 羽 518 5 18 0 0 0

13 大　　　　　 山 大　　　　 山 ク 2，113 2，113 0 0 0

14 馬 篠 A　 ～　 D
－

大 川 郡 大 内町 馬 篠 620 0 6 2 0 0 0

15 小　　　　　 砂 － 大 川 郡 大 内町 中 砂 100 0 10 0 0 0

16 中　 山　 A　 ～　 D 坪　　　　 井 大 川 郡 大 内町 中 山 6，566 0 0 6 ，56 6 0

17 三 殿　 A ・ B 三　 殿　 出　 口 大 川 郡 大 内町 三 殿 6，50 5 0 0 13 5 6 ，37 0

18 町　　　　　 田 － 大 川 郡 大 内町 町 田 69 0 0 6 9 0

19 桶　　 谷　　 A － 大 川 郡 大 内町 水 主 1，00 0 0 0 1，00 0 0

2 0 桶 谷 B ・ C 桶　　　　 谷 ク 2，038 4 6 0 1，57 8 0 0

2 1 高　　　　　 原
－ ク 11 0 1 1 0 0

2 2 下　　 屋　　 敷 金　 毘　 羅　 山 ク 5，44 6 4 4 6 1 0 0 3，60 0 1 ，30 0

2 3 別　　 所　　 A 塔　 の　 山　 南 大 川 郡大 内 町 川 東 1，31 5 0 1 5 1，30 0 0

2 4 別　　 所　　 B － ク 29 0 2 9 0 0

2 5 杖　　 の　　 端 西　　　　 谷 ク 2，09 2 0 2，09 2 0 0

2 6 原　　　　　 間 原　　　　 間 ク 43，99 7 5 0 0 19，25 4 2 4，24 3 0

2 7 樋 端 A ・B ・D 神越 2 号墳 他 大 川 郡 白鳥 町 白鳥 ＿ 2，03 3 0 0 2，03 3 0

2 8 樋　　 端　　 C 樋　　　　 端 ク．．1 2，82 5 0 0 1，42 5 1，40 0

2 9 樋　　 端　　 E ク 37 9 0 0 1 3 2 2 4 7

3 0 成　　　　　 重 成　　　　 重 ク 26，88 5 1，50 0 14，65 0 6，54 3 4，19 2

3 1 谷 谷 ク 3，75 2 0 0 1 1 1 2，74 1 9 0 0

3 2 池　　 の　　 奥 善　 門　 池　 西 ク 7，116 0 3，56 6 2，50 0 1，05 0

3 3 池　 の　 奥 ク 8，70 0 0 0 8，70 0 0

3 4 法　　　　　 月
－ 大 川 郡 白鳥 町 帰 来 5 10 0 5 1 0 0 0

3 5 塩 屋　 A ・ B 川　　　　 北 大 川 郡引 田町 引 田 6，03 8 0 0 6，03 8 0

3 6 天　 王　 谷 大 川 郡引 田町塩 屋 2，67 5 0 0 1，200 1，47 5

3 7 池　　 田　　 A 赴　 田　 石　 垣 大 川郡 引 田町 引 田 2，85 4 0 0 5 54 2，30 0

3 8 池　　 田　　 B 池 田谷 川 下 池 ク 1，45 0 0 0 1，450 0

3 9 鹿　　　　　 庭 鹿　　　　 庭 大 川郡 引 田 町 吉 田 4 ，11 0 0 3 1 0 3，800 0

4 0 黒　　　　　 羽 庵　 の　 谷 大 川郡 引 田 町 黒 羽 3，97 8 0 3，97 8 0 0

津　　 田　　 ～　　 引　　 田　　 合　　 計 14 5，72 4 5，53 7 4 6，81 3 7 1，39 9 2 1，07 5 9 0 0

総　　　　　　　　　　　　　　　　　 計 182，92 7 9，35 3 5 1，53 3 8 7，368 2 8，97 9 5，694

累計 （d ） 9，35 3 6 0，88 6 1 4 8，254 1 7 7，23 3 1 8 2，92 7

（％） 5 3 3 8 1 9 7 1 0 0

※　調査面積には県及び建設省負担分を含む。

第1表　四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財調査一覧
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第2図　樋端地区予備調査トレンチ配置図（1／2，000）

第3図　谷地区予備調査トレンチ配置図（1／2，000）
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第2章　　調査の概要

八　幡　遺　跡

1．立地と環境

八幡遺跡は高松・市檀紙町に所在する。遺跡西側には小規模河川である古川が流れ，やがて本津川と合

流し瀬戸内海へと注ぐ。また東側には江戸初期に改修ないし付け替えが行われた香東川が流れる。本遺

跡はこの両河川間の標高21m前後の扇状地上で新たに確認された。

八幡遺跡周辺の六ツ目山東麓地域では後期旧石器や確認される遺跡が集中する。またこれら後期旧石

器群は扇状地礫層を覆うAT火山ガラスを含む層準，あるいはその直上層から確認されることが多い。

その具体例として中間東井坪遺跡では瀬戸内技法を反映する石器群がAT火山灰層直上から出土し，中

間西井坪遺跡では角錐状石器を主体とする石器群が確認されている。これら石器群は層位別資料である

だけではなく一定程度の集中が見られるブロックを形成しており，今後の整理・検討が期待される。

縄文時代の明確な調査例は少なく正箱遺跡で尖塔器が確認されている他は明確な集落調査例はない。

弥生時代では伽藍山山頂に中期後半の高地性集落が造られるが，平地部で明確な集落の検出例はない。

弥生時代後期になると中間西井坪遺跡など御厩池遺跡など遺跡数が増加する傾向にある。

古墳時代になると中間西井坪遺跡では埴輪焼成遺構と埋没古墳が数基確認されている。古代になると

正箱遺跡では8世紀代の掘立柱建物群が確認されるとともに，これら建物群の主軸方位が現存する条里

型地割の方向に合致する。だが，地割自体は平

野全域で確認されず集落など特定箇所に見られ

るに留まるという条里制初源期の一局面を表し

ている。中世期には昨年度の中森遺跡などで確

認されたように，耕地開発が活発化し集落以外

の平野部にも明確な地下遺構として地割が確認

できるようになる。そしてこの地割が現在の条

里型地割の景観に繋がっていくものと思われる。

1．八幡遺跡　2．中森遺跡　3．西打遺跡

4．今岡古墳　5．平木3号墳

6．平木2号墳

8．鬼無大塚古墳

10．補作牛塚古墳

12．ガメ塚古墳

14．御厩大塚古墳

16．中森2号墳

18．御厩池遺跡

20．薬王寺遺跡

7．平木1号墳

9．王墓古墳

11．浄願寺山古墳群

13．ガメ塚2－4号墳

15．中森1号墳

17．御厩天神社古墳

19．中間西井坪遺跡

21．正箱遺跡

22．中間東井坪遺跡　23．花塚遺跡 第4図　周辺遺跡分布図（S＝1：50，000）
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2．調査の成果

今年度の調査対象地は昨年度の予備調査で全面発掘調査が必要と判断された5，857Idのうち，事業地

内の家屋撤去等の条件整備との関係から上半期にI区からⅢ区にかけての2，727Id，下半期にⅣ区から

Ⅵ区の1，588戒の発掘調査を行った。また，調査対象地（香川郡9条・14里相当）周辺は条里型地割が

良好に遺存していることから，これらの地下遺構の有無と施工時期・存続期間の確認，及び条里景観にお

ける坪内の土地利用を追求を主眼に置いた調査を行った。以下，調査区毎に遺構・遺物の概略を説明する。

（1）I区の概要

I区は調査対象地の南端に位置し，調査区内

を現状の南北方向の条里型地割坪境線が貫通し，

着手以前は水田であった。現状の地表面はT．

P22m前後を測り，南から北へ媛やかに傾斜し，

I区北東部では北東方向へ傾斜する状況が看取

される。基本層序は硯地表面から0．3m程の耕

作土と床土が見られ黄褐色粘土の地山層にいた

る。また，現状の水田畦畔を境にしてI区北半

部と南半部では検出遺構面に約0．3m程の段差

が確認でき，上記のとおり遺物包含層が見られ 写真1I区　全景（南西から）

ない点からも遺構面は著しい削平を受けているものと思われる。I区北半部中央には八幡2号塚が存在

し，調査の結果，近世末から近現代の遺物が確認できたが，封土及び内部には明確な構造は確認できな

かった。

SDO2　I区北半部を南西方向から北東方向へ

流下し，上面幅1．2～1．5m，探さ0．5－0．7mを

測る港状遺構である。

断面形は概ね逆台形を呈するが底面は恒常的

な流水作用による凹凸が見られ，壁面は同作用

によって挟られオーバーハングする箇所が確認

できる。

埋没土は暗灰色粘土～シルトを基本とし最下

層・下層・上層の3つに区分でき両側には上記

流水作用による壁面の崩落土の流入を認める。　　　　写真2　SDO2　全景（南西から）

この崩落土の貴人状況や後述する出土遺物の時間幅から上層・下層間に最低一回の掘り直し行為を想定

する。出土遺物は少量で，下層より弥生後期前葉の高杯口緑部片，上層より棄口縁部片の出土を見た。

これらの土器はいずれも胎土中に角閃石を多量に含む高校平野北東部産である。これら出土遺物から

本溝の帰属時期を弥生後期前葉から終末とし，堆積状況，掘り直し等の維持行為・出土遺物の時間幅を

考慮すると本港は潅漑水路とすることができ，その水源・取水口は現状の微地形から判断して，本遺跡

西側を流下する硯古川を推定しておきたい。
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SDOI I区中央部を南北に流れる現状の条里塑

地割坪界線である水路に並行して検出した溝状遺

構である。遺構面の削平により規模は検出箇所に

よってバラツキがあるが，I区南端から北半部中

央の後述するSXOlと併行する部分では，上面幅

1．2～1．5m，深さ0．5mを測り，北半部中央の八

幡2号塚東側付近から調査区北端部では上面幅3

m前後，深さ0．8m程を測り，明確に規模を異に

する。断面形は概ね逆台形を呈し，埋没土は大き

く下層の褐灰色シルトと上層の灰色シルトの最低

2層の単位に分割することができる。SXOlと接

する部分のI区南半部では上層とした灰色シルト

はSXOlの上層の埋土となっており，両遺構が同

時埋没している状況が伺える。

出土遺物はSXOlと並行する部分の下層から第

8図1の土師質土器杯が八幡2号塚西側の部分上

層～下層から第8図2の瀬戸・美濃折線皿，3の

土師質土器足釜，4同火鉢が出土した。1の土師

質土器杯は14C前半に2～4は概ね16世紀後半か

ら未に比定され，出土位置によって時間幅をもつ。

r

E，

写真3　I区SDOl　南半部全景（南から）

写真4　I区SDOl　北半部全景（南から）

この出土遺物の時間的な差違と上記の規模の差違を考慮すると，まずI区南端からSXOlに並行する

部分の規模の条里坪界溝が先行して14C前半に掘開され，その後15Cを前後する時期に八幡2号壕東側

部分が拡張ないし改変され，16C末に埋没したと考える。この拡張・改変の要因については後述するS

XOlとの関係で理解されるべきものと思われる。

SXOI I区南半部でSDOlに並行ないし接して検出した掘状の遺構である。平面プランはSDOlとの

交点部分東側でほぼ直角に屈曲し（南屈曲部）SDOlに並行して北へ延び（直線部分），八幡2号塚南

側付近で再び東へ屈曲する（北屈曲部）。I区北半部と南半部で上面プランに段差状のズレが認められ

るのは後世の遺構面の削平に起因し，本来は南屈　∴　　　一′㌦‾ムも′

曲部から北屈曲部へ直線上に肩部が延びていたも　〆

のと思われる○また，この部分の東側については　〆，、一〆′′廊′炉でr擬

事業地外へ延びる為確認できず，幅12m前後の塊

状のものが階段状にクランクしながら北東方向へ

延びるものなのか，南屈部から堀状のものが東へ

派生する形態を採るかは，判断できない。

／冠卒

南端部分についてはSDOlとの交点部分を越え　j

て現水路下へ延びる様相を見せることやこの水路

を挟んで西側調査区では確認できないことから，

－　8　－

写真5　I区SXOl　全景（南西から）
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水路下で収束するとともに，SDOlに加えて別の　ア‘‾V…‾　か－、J

条里坪界溝が存在する可能性を考えておきたい。

規模は検出面で南北60m，直線部分は東西20m

以上（東肩未確認）を測る。下場のラインは調査

区南端付近のSDOlとの交点部分では両側にテラ

ス状の平坦面と幅2m程のやや蛇行する溝状を里

し，南屈曲部から広がるように北屈曲部にかけて

は上場に沿ってほぼ直線上に延び，一部に壊小な

突出部を付設する。底面のレベルはSDOlとの交

点部分と北屈曲部の最深部では0．2m程の比高差　写真6　I区SXOI SDOlとの交点部（西から）

をもち媛やかに北へ向かって傾斜するが，底面は

概ね平坦である。

埋没土は大きく下層とした暗灰色系ないし褐灰

色系の粘質土と上層の黄灰色シルトの2層に分か

れ肩部には地山である黄褐色粘土の流入土を認め

るが，土累・土塀等の崩壊による二次堆積を想定

できる程のものではない。

SDOlとの交点部分の下層にはラミナ状堆積が

確認できる灰色系粘土～シルトが確認でき，流水

状態が想定されるが，南屈曲部から北屈曲部にか

けてこのように堆積状況は見られず，上記の下層

とした暗灰色系粘土が0．6m程漸移的に堆積する。

写真7　I区SXOl　南屈曲部（北東から）

これら堆積状況などから条里坪界溝であるSDOlな

いし現水路下に想定される別の条里坪境溝から引水していたことと，それ以外の部分では長期間の常時

帯水状態にあったことが伺える。

出土遺物は28リットル入コンテナ3箱程で，南屈曲部付近の下層にやや集中して遺物が見られたが多

くのものに使用痕が確認できる破片の状態で出土した。器種組成は土師質土器足釜などの煮沸具や土師

質ないし瓦質焼成の控鉢・措鉢などの調理具が大半で，土師質土器杯などの供膳具は極めて少ない。第

8図5が上層，6～12が下層より出土している。

第8図6・7は土師質土器杯である。6は小片の為，口径・傾きに検討の余地を残す。7は口径が10

cm・器高が2．5cmと小形化の様相を示しながらも立ち上がりが急な比較的古相を示す特徴を留めている

ことから，14C中葉～後葉に位置づけられよう。8～10は土師質土器足釜である。貼り付けによる鍔の

形態にバラツキがあるがいずれのものも胴部の球形化がすすみ，口緑部が顕著に内径する傾向を示す。

これらの特徴から14C末から15C前葉の所産と見ておきたい。11は土師質土器控鉢である。小片の為，

口径・傾きに検討を余地を残す。12は楠井産瓦質措鉢である。5は土師質土器土釜である。16C後某に

位置づけられよう。

出土遺物から本遺構は14C中葉～復業に構築され16C復業に埋没したと考えられる。これは断面観察

でSDOlと同時埋没していることも両遺構の出土遺物の年代観とも矛盾しない。

他，I区北半部では近世後半以降の土坑・ピット群を検出しているがここでは省略する。

－13－



5　S XOl上層

ノ’12　　S XOl下層

0　　（S＝1：3）　10cm

L＿＿⊥＿＿＿⊥＿＿＿⊥＿＿＿⊥＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

／「㍉
第8図I区　SDOl・SXOl出土土器
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（2）Ⅱ区の概要

Ⅱ区はI区から20m程北東よりの部分に現存する条里塑地割の東西方向の坪界線である水路が，調査

区中央を貫通し，着手以前は水田であった。基本層序はI区と同様に0．3m程の耕作土と床土が見られ

た後，ベースである黄褐色粘土層が現れる。遺構面直上には遺物包含層を一切交えない点からI同様に

有る程度の削平を被っているものと思われる。調査の結果，上記の条里塑地割に合致する水路北側で14

C後半代の溝（SDOl）を検出し，南側で同様にこれに並行する形で堀状遺構（SXOl）を検出した。

SDOl　Ⅱ区中央部の条里型地割坪界線である水路

北側で検出した，上面幅0．7～0．8m，深さ0．3m前

後を測る断面逆台形の東西方向の溝である。

この現水路を挟んで南側にはSXOlが併走し，検

出面でのこれとの間隔は2～2．5m程を測る。埋没

土は灰白色シルト～粘質土が見られ底面付近から14

C後半に比定される土師質土器足釜口縁部片，同脚

部片が出土した。

また，主たる埋土の特徴がI区で検出したSDOl

・SXOlに似ることから，これらの年代観に準じて 写真8　Ⅱ区　SDOl　全景（西から）

14C後半から16C後葉に埋没したものと推定しておきたい。

SXOl　Ⅱ区南半部で検出した上面幅8～9m，探

さ0．4～0．5m程を測り，断面が逆台形を呈する堀状

の遺構である。

底面は平坦で検出した範囲では殆ど比高差は見ら

れない。南北両側で立ち上がりはの傾斜は異なって

いる。条里坪界溝であるSDOlが位置する北側は比

較的に急傾斜で南側は一端テラス状の幅1．5m程の

平坦面を有し，緩やかに立ち上がる。

埋没土は大きく下層の灰黄色ないし灰褐色系の粘

質土と上層の灰白色シルトの2つに分層される。こ 写真9　Ⅱ区　SXOl　全景（西から）

の上層の灰白色シルト粘質土の下場は耕作痕跡と思われる撹拝された状況が看取され，埋没後は耕作

地へと転換したものと思われる。この埋没土の特徴はI区で検出した堀状遺構SXOlの特徴と酷似する。

また，上層の灰白色系シルト～粘質土は北接するSDOlの埋土にも類似する。出土遺物は少なく器形・

器種が判別できるものは少ない。上層より16C後半代に属する土師質土器火鉢，下層より第9図1に図

示した14C後半～15C初頭の土師質土器足釜が出土した。

これら出土遺物から本遺構は14C後半代に掘開され16C後半に埋没したと推定する。また，本遺構の

継続期間はI区のSDOl・SXOl，II区SDOlの継続期間とも符合し，埋没土の特徴の類似もこれを支

持する。
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67・＝運＿＿l＿＿‖

110YR7／1灰白色砂混シルト（鉄分，マンがン沈着）上層

210YR5／1灰褐色粘土（鉄分．マンがン多く沈着）

310YR4／1灰褐色粘土

北

SDOl断面①
110YR7／1灰白色砂混粘土（鉄分．マンがン多く沈着）

210YR4／1褐色粘土

310YR7／4にぷい黄橙色粘土

北　　　　　　　　　南

SDOl断面（診
110YR7／1灰白色砂混粘土（鉄分．マンがン多く沈着）

210YR4／1褐色粘土

310YR7／4にぷい黄橙色粘土

410YR4／2灰黄褐粘土

525Y4／1黄灰色粘土（炭酸カルシウム少量含む）

610Y4／1灰色粘土（管状斑あり）

710Y6／1灰色粘土（管状斑あり）

810YR7／6明黄褐色粘土

南

910YR4／1灰褐色砂混粘土

1010YR7／2にぷい貴橙色砂混粘土

1110YR6／2灰黄褐砂混粘土

1210YR4／1灰褐色粘土（＋10YR7／8黄桂色粘土プ州．炭酸仙シウム少量含む）

1310YR7／6明黄褐色粘土

0　　（S＝1：60）　　2m

1．．．．　ま　　　　　　　　」

0　　（S＝1：3）　10cm

」＿⊥＿＿⊥＿＿＿⊥＿＿＿＿＿」⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

0（S＝1：40）1m

」＿」⊥＿＿」＿」⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

第9図　Ⅱ区　SXOl・SDOl平・断面図SXOl出土土器
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（3）Ⅱ区の概要

本調査区は国道11号線バイパスに南接し，本遺

跡で最も北東部に位置し，中森遺跡とも東接する

ものである。調査区東端が現存する南北の条里型

地割坪界線に相当し，中央部を東西の同地割坪界

推定線が通過する形になる。

調査区東端では条里坪界溝に相当する溝は検出

できなかったが，東西方向の坪界に合致する溝（S

DOlを確認した。このSDOlは調査区中央で複数

南北に派生する形を採るが，その方位は現存する

条里型地割線の方向には合致せずやや東へ傾く。

世土師質土器（概ね14～15C代）の出土を見た。

写真10　Ⅱ区東半部地割溝群　全景（西から）

出土遺物は近世後半代の陶磁器類に加えて若干量の中

断面観察では掘り直し等の痕跡は確認できなかったが，

中世期に設定された本遺構の平面プランを活かして近世後半段階に再び地割溝が掘開されたと見ておき

たい。

4．まとめ

今回の発掘調査では弥生・中世・近世の遺構が主に確認された。ここでは諸遺構の性格と今後の検討

課題を挙げることでまとめとしておきたい。

＜条里型地割溝の検出及び土地開発の推移＞

すべての調査区において現存する条里型地割坪界線に合致する溝を検出した（I区SDOl・II区SD

Ol等）。そしてその掘開年代は14C中葉に求められ，そのほとんどのものが16C末には埋没しているこ

とが判明した。この結果は昨年度及び今年度の中森遺跡の成果とも矛盾しないもので，本遺跡周辺に普

遍化できる現象として位置づけられるものと考えられる。

さて，I区では弥生後期～終末期にかけての潅漑水路SD02を検出した。流下方向や周辺の微地形か

らこのSD02は本遺跡南西を北流する現古川の旧流路から取水するものと推定されるが，先の条里型地

割溝を土地区画以外に潅漑水路と仮定した場合弥生後期終末以降，中世14世紀にいたるまで同様の性格

をもつ遺構は検出していない。調査範囲の制約もあるが，弥生後期以降，古川の下刻が進行し取水が困

難となり，中世14C代までの土地開発の空白期を想定できよう。本遺跡周辺の現香東川西岸は，東岸の

網目状の旧河道が多く観察され沖積層が発達する土地条件に比べて，旧河道が発達せずに比較的高燥な

土地条件を現在まで留めている点からも推測されよう。これらの土地条件と関係した耕地開発への推移

は条里型地割に基づいた土地開発の開始年代と絡めて今後追求して行くべき問題であろう。

＜I区・Ⅱ区SXOl（堀状遺構）の評価＞

I区・Ⅱ区において検出したSXOlの堀状の遺構は，近接する条里型地割溝とも関連性をもった遺構

であることは既に述べた通りである。I区では本遺構の幅の確認ができなかったが，Ⅱ区では幅8～9

mと隣接する同時期の条里型地割坪界溝と比較にならない規模をもつ。一定の流水状態ではなく長期間

の帯水状態にあったことも潅漑用の用水路とは捉えられない。そして，これら遺構は調査区外へ延びる

為，全体の平面形を正確に伺い知ることは困難である。
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そこで，本遺跡周辺は条里型地割が良好に依存することから，現状の地割にこれらの遺構のプランが

反映されている可能性を考えて，最も時間的に遡れる資料として明治期の土地更正図との照合を試みた

（第10図）。I区SXOlは地割には反映されていない。Ⅱ区SXOlに対応すると思われる部分にはこれ

を反映した地割が確認できる。これを手がかりに復元すると，Ⅱ区SXOlは調査西端から西へ58mの所

で南へクランクし，I区SXOlを取り囲む様に55m程延びていたことになる。この地割が地下遺構を反

映しているという前提に立てば，これらの遺構の性格としては平地城館の可能性が考えられよう。平地

城館の可能性がある地点は，地割として反映されることに加えて，通称地名に地下遺構の存在を示唆す

るものが見られる場合が多い。現在までに聞き取り調査を行った限りでは現在の字名「八幡」以外に，

これに該当する通称地名などは確認できていない。文字資料においてもこれを示唆するものは確認でき

ていない。しかし，想定される平面プランからは平地城館の可能性が最も高く，今後はこれを補強する

作業を継続していきたい。

第10図　明治期更正図と検出遺構の照合
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中　森 遺

1．調査の成果

本遺跡は昨年度からの継続事業である。今年度は用地取得との関係から昨年度地下遺構の状況が把握

できなかった4，290Idを対象として予備調査を実施した。その結果を受けて，用地取得が完了した今年

度は1，563Idの本調査を実施した。調査区割については昨年度のB～E区の地区割を踏襲し，F区から

始めることとした。

調査の結果F区では古墳時代中期から古代にかけての溝群，G区では中世14～16C代の屋敷地を検出

した。H区は昨年度に後期旧石器ブロックが確認された東側の部分に相当し，少量の横長剥片の出土を

確認するとともに，扇状地性礫層上面で同時期の自然窪地を検出した。

香

第11図　中森遺跡調査区割図

（1）F区の概要

本調査区は消滅した中森1号墳の推定地に該当する。調査の結果，その推定地と思われる塚状の部分

を確認するとともに，古墳時代中期～古代までの谷地形と古墳時代後期から古代の数条溝を検出した。

基本層序は現表面から1・5程の客土層があり，中世～近世期の旧耕作土が0．3m見られた後，遺構面であ

る灰黄色粘土に達する。遺構面は南東から北西へ緩やか傾斜し両部分での比高差は0．3m程を測る。

ー＿し－・「

ii’i…一室肇‾二＿二l≡5
㌔一一’＼：適塾

が出土土した。第12図1・2とも概ねMT15型式　　　写真11F区SDO2　全景（西から）

に該当するものと思われる。また，このSD02の内側には亡失した中森1号墳推定地が存在する。調査
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3　25Y4／1黄灰色砂混粘土

410YR3／1黒褐色砂礫混粘土

510YR6／1灰褐色砂混シルト

6　25Y3／2黒褐色砂混粘土

7　7．5YR2／1黒色砂礫混粘土

8　25Y7／3浅黄色粘土

9　25Y6／1黄褐色砂混粘土

1025Y4／1黄灰色砂混粘土

1125Y5／1黄灰色砂混粘土

下層

3　5PB6／1青灰色砂混シルト

4　日3／暗灰色砂混粘土

5　日5／灰色シルト

6　5PB3／1時青灰色砂礫混粘土

710YR7／1灰白色砂混シルト（黄灰色粘土7°ロック混）

810YR7／2にぷい黄桧色シルト（黄灰色粘土ブロック混）

9　25Y6／1黄灰色砂混粘土

1010YR5／1褐灰色シルト（黄灰色粘土ブロック混）

1110YR7／1灰白色シルト（黄灰色粘土7°ロック混）

1225Y5／1黄灰色砂混シルト

1325Y4／1黄灰色砂混粘土

1410YR5／1灰褐色砂混粘土

下層

SDO2断面③
15P6／1紫灰色砂混粘土　　　　　　　　　　　　　上層

2　5PB4／1時黄灰色砂混粘土

3　5PB3／1時青灰色砂礫混粘土

4　5Y6／1灰色シルト（黄灰色粘土ブロック混）

5　N5／灰色砂混シルト

6　25Y6／1黄灰色砂混シルト（黄灰色粘土7°ロック混

7　25Y4／1黄灰色砂混シルト

8　N5／灰色粘土

9　5Y4／1灰色砂混シルト

下層

0（S＝1：40）1m

」⊥⊥＿＿⊥＿⊥＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

0　　（S＝1：3）　10cm

」＿⊥＿＿＿⊥＿＿＿⊥＿＿＿⊥＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

第12図　F区　平面図・SDO2断面図及びSDO2・SXOl出土土器
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区南西隅に地山がほぼ円形に削り残された箇所が

あり，地元の聞き取り調査によるとこの部分に中

森1号境とされた塚状の高まりが存在していたも

のと思われる。そして，この外側にSD02が円弧

を描くように東へカープするが，古墳周溝と断定

できるだけの材料は得られていない。他古墳時代

の遺物としてSD07より石製模造品の紡錘車が出

土している。

（2）G区の概要

本調査区は国道11号線バイパスを挟んで，昨年

度H区の北側に位置する。調査区自体は270d程

の小規模なものであったが，E区で検出した14C

後半～16Cに営まれた屋敷地とは別の同時期の屋

敷地を検出した。これに周辺の予備調査結果を合

わせると，上記時期には同一坪内に小規模な屋敷

地が2つ程度存在することが判明し，条里景観に

おける土地利用の一例を示す資料となった。

基本層序は現耕作土床土が0．25m程調査区全域

に確認され，検出面である黄灰色粘土ないし灰色

写真12　F区西半部　全景（東から）

写真13　G区中世屋敷地　全景（南西から）

粘土が現れる。このベース土の差違は遺構面下位の埋積谷の存在が影響している。この埋横谷は下層の

扇状地礫層の起伏によって作り出された浅谷状の地形に，粘土層が何層か分かれて堆積しているもので

この上面の灰色粘土が中世遺構検出面となる。

中世屋敷地　本調査区全域で屋敷地に関連する遺構を検出した。調査範囲の限界から復元した各建物の

規模は判明しないが，掘立柱建物5棟以上，井戸2基，溝4条，他柱穴・土坑数基である。第13図に示

した建物複原案以外にも数十基の柱穴が存在することから，掘立柱建物の数は増加するものと思われる。

柱穴からの出土遺物の検討を行っていないので，

土遺物全体の示す14C後半から16C後半という

時間幅からも，一定期間の継続期間を見積もる

必要があろう。

検出遺構の中で，屋敷地の範囲を推定する手

がかりになる遺構として，調査区西端付近では

柱穴分布が減少するとともに3条の切り合い関

係をもつ溝（SDO2・03・04）を検出した。こ

の溝群の西側18mには条里型地割坪界溝が存在

し，この間は構造物等の問題から調査しきれな

かったが，柱穴等の分布が減少することから，

建物の詳細な変遷は本報告時の課題としておくが，出
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SDO2・03・04をほぼ屋敷地の西限を示すもの

と考えておきたい。一方東限は，SDOl付近に

おいて柱穴等の遺構分布が希薄になることと東

側の予備調査トレンチで遺構が確認さないこと

から，本調査区東端付近を東限として，東西幅

約30m前後の屋敷地の範囲を推定しておきたい。

次に本調査区南側に位置するE区の屋敷地と

の関係である。今年度G区では14C後半から16

C末の時間幅をもつものが確認され，その組成

も，ほとんどH区の屋敷地と差がないものであ

る。今年度は調査範囲の制約があり建物構成の

比較はできないが，井戸などの建物等に付随す

る屋敷地内の構成要素を見ると，両調査区とも

に石組み井戸が存在する。

以上の点から，H区とG区で検出された屋敷

地は14C後半から16C末までの時間幅の中でそ

れぞれ同時併存した可能性が高い。また，この

屋敷地の継続期間は周辺の条里型地割坪界溝と

の年代とも合致する。

次にこのふたつの屋敷地が存在する坪内の土

地利用を考えてみたい。予備調査トレンチ結果

が中心となり，中央に国道11線バイパスが存在

するなど不明確な部分が多いが，他に同一坪内

で掘立柱建物など屋敷の存在を示す遺構は確認

されていない。これらからは屋敷地の数は2あ

るいは3つ程存在していたものと思われる。

来年度は坪内の未着手部分である北東部の調

査を実施し，この想定が妥当であるか継続検証

していく必要があろう。

第15図には屋敷地の初期の土器様相を示すと　　　　　　　第13図　G区　平面図

思われる資料を図示した。1－8はSXOl出土遺物である。1－6は土師質土器杯である。いずれのも

のも胴部に回転ナデを施した後，個別に口縁端部外面にナデ調整を行うために，やや丸みをもち内径す

る口緑部をもつという製作上の癖が確認できる。7・8は土師質土器足釜である。やや張り気味の胴部

から内傾する日録部をもち，バネアゲ状の鍔部を有する。これらは14C後半代に位置づけられよう。9

はSDOl出土の瓦質焼成の捏鉢である。口緑部の形態から柄井産と判断されるもので外面に接合痕を明

瞭に留める。10・11はSDO4出土遺物である。10は土師質土器杯で口綾部の調整にSXOl出土のものと

同様の癖を見ることができる。11は土師質土器鍋である。口縁部形態から楠井産と考えられる。
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第14図　中森遺跡　遺構配置図及びトレンチ配置図
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考　　二三‾・二者
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′でて＿ニでニニ！ノ　‾

l・二

軋
0　　（S＝1：3）

第15図　G区　SXOl・SDOl・04出土遺物

（3）H区の概要

昨年度調査B区の東側に位置する調査区である。

B区では横長剥片を主体とした3つのブロックか

らなる合計100点程の石器群を確認している。今

年度はその広がりを確認する目的で予備調査及び

本調査を実施した。AT火山ガラス含まれ旧石器

包含層である黄灰色シルトの0．2m程堆積を確認

したものの石器は横長剥片1点に留まった。また，

この黄灰色シル下層下位の扇状地砂礫層をベース

とした燻小な窪地を検出した。 写真15　H区　全景（南西から）

第16図は昨年度調査B区と照合した扇状地礫層上面での等高線図である。これを見るとB区ブロック

1とした付近から北東方向へ傾斜する微地形が読み取れる。最も石器が集中するブロック1は21m前後

の最も礫層が隆起する部分から若干北側の縁辺部に位置すると考えられる。今年度の調査では石器ブロ

ックの範囲の確定とその周辺の微地形が復元された点が大きい。
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第16図　B・H区　等高線図
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前田東・中村遺跡

1．立地と環境

前田東・中村遺跡は，香川県のほぼ中央部にあたる高松平野の東端部，高松市前田東町140番地外に

所在する。高桧平野の東方に位置する立石山系の山裾部にあたり，三方を低丘陵に囲まれた，西へ向か

って緩やかに傾斜する緩扇状地上に広がっている。標高は調査区東端で22．5m，西端で19．8mを測る。

前田東・中村遺跡の近隣の遺跡としては，弥生時代後期の高地性集落である西浦谷遺跡や，弥生時代

末から古墳時代初頭にかけての墳墓群である権八原遺跡などが存在している。とりわけ，白鳳期の寺院

である宝寿寺跡は，当該地の北方約100mの位置にあり，本遺跡との関連が期待されるところである。

2．調査の成果

調査対象地は，四国横断自動車道の高松東インターチェンジ部分で，国道11号線高松東道路の南北両

側にまたがり，東西に細長く広がっている。調査は平成9年9月から開始し，平成10年度，さらに今年

度と足掛け3年にわたって継続して行っている。今年度は調査最終年度にあたり，調査対象面積約13，000

dのうちの1，900Idについて4月1日から6月30日までの3ケ月の期間で実施した。調査は直営方式1

斑体制をとり，調査区割のM③区・N③区・0③区を終了し，前田東・中村遺跡の調査を終えた。

調査区の地形は，尾根上の2つの低丘陵（H・I区西半部，K・0区）とその間の谷状の低地部（I

区東半部・J区・N区）となっており，低地部を流れていた旧河道が埋没した後には古代以降の遺構が

作られている。低丘陵上では弥生時代・古代から中世・近世の概ね3時期の遺構を確認している。遺構

面の数は基本的に低丘陵部で1面，低地部では2面となっている。低地部では下層が弥生時代の遺構面，

上層が古代から中世の遺構面であるが，部分的にはさらにその上に近世の遺構面が存在する調査区もあ

る。

以下，それぞれの調査区ごとに概要を述べる。

平成9年度調査 平成10年度調査 平成11年度調査

第17図　調査区区割図（1／3，000）
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第18図　M③区遺構配置図（1／300）

写真16　M③区完掘状況（東から）

写真17　M（郭区S EOl全景（東から）

M（郭区の概要

高松東道路の南側やや西よりに位置する調査区で，

宅地の地境を兼ねる石積みの水路が造られているため，

中央で南北に分断されている。後世の削平がきつく及

んでおり，遺構面は1面で弥生時代と古代から中世の

2時期の遺構を確認した。北側の調査区では溝状遺構，

土坑，井戸，柱穴を検出した。中央に位置する溝状遺

構は，周囲の地割と同じ方向を有するコの字形を呈し

ており，それに囲まれた内部には多数の柱穴が存在し

ている。溝状遺構内からは古代から中世にかけての土

器片等が出土しており，中世段階の屋敷地を囲擁する

溝状遺構になる可能性が高い。柱穴は多数みられるも

のの，明確に建物を示すようなものは認められない。

この柱穴群は南の調査区にも及んでおり，建物の建て

替え等があったことが想像できる。柱穴以外にも土坑

や直径80C皿，長さ120cmの樽を2段組み合わせた井戸

などがあるが，土器細片しか出土しておらず時期比定

ができない。弥生時代の遺構はわずかであり，数基の

土坑から弥生時代後期の土器片が出土した程度である。

南調査区は，後世の撹乱が著しく，西端の落ち込みか

ら弥生時代後期の土器が若干出土した程度である。
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N③区の概要

高松東道路の南側でほぼ中央に位置する

調査区で，遺構面は2両存在しており，上

層は古代から中世，下層は弥生時代のもの

である。

上層では溝状遺構数条と掘立柱建物1棟，

若干の柱穴が見られる。調査区の中央に位

置する溝状遺構は，昨年度調査区のN①・

（参区から連続するものと思われる。古代の

須恵器片が少量出土している。緩やかに弧

を措いており，周囲の地割方向とずれてい

く点が昨年度の成果とは異なっている。掘

立柱建物は規模も小さく，周囲の柱穴のあ

り方などから見ても，当該地は集落城であ

ったとは考えにくく，農地等の生産域とし

て土地利用されたものと考えたい。

下層では，溝状遺構数条と土坑，柱穴，

自然河川を検出した。溝状遺構の一部は自

然河川が埋没した後に掘られたものもみら　㌍少60

れることから，時間差があったことがうか

がえる。自然河川は，N③区北側の高校束

道路建設に伴う発掘調査で検出している自

然河川と連続するものと考えられる。以前

の調査区では縄文時代後期の土器が多数出

土しているが，今回の調査区では，縄文時

代後期の深鉢の破片数点が出土しただけで

あった。自然河川の堆積状況の断面観察か

らは，粒子の粗い砂層が幾重にも分厚く堆

積しており，砂層と砂層の間には細砂や粘

写真18　N③区上層完掘状況（北から）
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第19図　N③区遺構配置図（1／400）

写真19　N③区下層完掘状況（東から）



0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10cm

第20回　N③区SROl出土遺物実測図（1／2）

土層などはほとんど見られないことから，恒常的に

水の流れるものではなく，時折洪水砂のような激し

い流水が繰り返されたものと考えられる。砂層の下

位からは少量の縄文時代後期の土器が，中位から上

位では弥生時代中期末から後期の土器が出土してい

るが，必ずしも層位と時代が対応しているわけでは

ないようである。土器以外では図示した石器が自然

河川から出土している。1の石鉄と2の有舌尖頭器

はサヌカイト製，3の柱状片刃石斧は結晶片岩製で

ある。 写真20　N③区SROl完掘状況（北から）

○③区の概要

遅れていた用地買収が一転して急に調査する事になった，東端の調査区である。低丘陵上にあたって

いるため階段状に削平を受けており，遺構の遺存状態はきわめて悪い。遺構面は1枚で，耕作土直下に

安定した地山である黄色系粘土層が見られる。東端で溝状遺構と柱穴群，中央付近で土墳墓1基，西端

で溝状遺構数条を検出した。出土した遺物は細片が多く時期の比定が困難であるが，ほとんど古代から
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x三1旦呈輿 l

O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20m

第21図　0③区遺構配置図（1／400）

中世にかけてのものと考えられる。土墳墓は1．0×

0．8m以上の長方形で，大腿骨等が遺存していたが

総じて残りが悪い。土器はないが刀子ないし小刀と

見られる鉄製品が1点出土している。木棺の痕跡な

ども認められない。土壌墓の下位に存在する包含層

のは古代の遺物しか見られないことから，この土墳

墓は中世頃のものと推測される。

3．まとめ

最後に前田東・中村遺跡の大まかな時代の変遷を　　写真210③区土墳墓完掘状況（北から）

考えてみたい。

縄文時代：遺跡中央の低地部を南に流下する2本の自然河川が存在している。土坑などの若干の遺構

が認められるが，居住域を示すような遺構・遣物は認められない。

弥生時代（中期から後期）：2本の自然河川は埋積しながらも依然として機能している。東の低丘陵

据部に港状遺構が作られ，西の低丘陵上では円形に巡る溝状遺構が見られる。これを竪穴住居の周港と

見なす事もできるが確証はなく，J区や0区の竪穴住居も確実なものとは言えず，当該期の居住域に関

しても確認できない状況である。

古代から中世：前田東・中村遺跡の最盛期である。中央の自然河川は埋没し，低地部にも遺構が展開

を見せ始める。とはいうものの，この部分はおそらく生産域として土地利用されたと思われ，居住域は

東西の低丘陵上に広がっている。現在も周辺に残る条里地割に沿う溝状遺構も見られる。それぞれの居

住域ではおびただしい柱穴が認められ，さらに詳細な集落内部における建物の変遷が可能であろう。東

の居住域には炭焼き窯も認められる。

近世：中央付近に農作業小屋的な小規模な掘立柱建物が数棟見られる程度になり，ほぼ全体が農地と

して使われたものと考えられる。
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第22図　遺構変遷図（1／3，000）

－32－



三殿出口遺跡

1．立地と環境

三殿出口遺跡は，大内町西部にある国安山と那智山に挟まれた谷部を北流する石風呂用の西岸に位置

している。標高は20－25mで，扇状地形のほぼ扇頂部に近く，調査の結果度重なる洪水による多くの土

石流砂を確認した。

地名の由来は，幕政時代，三殿地区に三人の殿様（地主）がいたことからつけられ，旧屋敷地に比定

される跡地も残っているが，いずれも当遺跡よりは谷奥部に当たる。

周辺の遺跡は，大内町西部に限ってみると，JR丹生駅南50mの地点に土居遺跡があり，地表下3m

より土器片が多数発見されている。縄文時代晩期の土器片・弥生時代後期の完形の嚢をはじめ，中世の

土師器・土釜の脚が出土しており，かなりの時期幅がある遺跡である。

土居遺跡の西方500mに坪井遺跡がある。遺構は掘立柱建物7棟をはじめ，溝，柱穴等が確認されて

おり，掘立柱建物の柱穴から出土した須恵器杯蓋から8世紀頃の遺構と考えられている。溝や自然流路

からも同じ頃の須恵器や土師器皿が見つかっており，建物と溝は何らかの関係をもっていたと想定でき

る。

下図の遺跡分布図で見ると，大内町西部の遺跡の密度は薄い。しかし，遺物の散布が確認されている

ことから，今後大内町西部においても新たな遺跡が増えてくる可能性が指摘できる。

番

筋

松

居

内

第23図遺跡の位置及び周辺の遺跡（1／50，000）
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三殿出口遺跡
坪井遺跡
中谷遺跡
大山遺跡
土居遺跡
清塚遺跡
西村遺跡
落合遺跡
桶谷遺跡
桶谷古墳
仲善寺遺跡
北山遺跡
与田寺山古墳
住屋遺跡
金毘羅山遺跡
杖の端遺跡
大日山古墳
笠塚遺跡
城の内遺跡
別所古墳
別所池田遺跡
杖の端遺跡
西谷遺跡
県道原間遺跡
積断道原間遺跡
原間1号墳
原間2号墳
神越古墳
神越桃山古墳



2．調査の成果

調査対象地は，大内町三殿701－2番地外の四国横断自動車道建設予定地で，6，370血の面積を調査し

た。調査前の地目は，水田，宅地，雑種地などである。

地形的には南から北に緩やかに傾斜する扇状地で，調査区の中央を町道三殿中央線が走っており，町

道より西側をI区，東側の北半分をⅡ区，南半分をⅢ区とした。町道付近を頂部とし，それぞれI区は

西側，Ⅱ区・Ⅲ区は東側に微妙に傾斜している。

（1）調査区概要

I－①②（彰④区

I区で検出した遺構は，溝状遺構，井戸，柱穴，土坑，火葬墓である。遺物は中世のものと思われる

土師器の杯が出土しているほか，溝状遺構を中心に近世の遣物が出土した。また下層の弥生土器包含層

からも少量の摩滅した弥生土器が出土している。地形的には南から北に向かって傾斜し，微妙に西側に

傾斜している。土層序的には調査区全面に土石流砂の厚い堆積土が確認でき，I－（り区ではその上面に

中世の遺構面を部分的に確認した。I－（彰区は地下げされており，中世の遺構はI－（彰区より北部には

続いていないことを確認した。この調査区では主として近世の遺構を検出した。また，I－①区と（参区

の北は，土石流砂の堆積上に安定した面がなく，トレンチ調査による下層確認調査のみとし，全面調査

はしなかった。

Ⅱ－①②（郭（り区

地形的には大きく南から北に向かって傾斜している。調査区の東半分で石風呂川の旧流路を検出し，

それ以外では溝状遺構，井戸ア　柱穴，土坑，砂糖竃を検出している。遣物は，石鉄，弥生土器片，中世

土器片，近世土器片が出土している。また井戸からは近世の伊万里焼碗が出土している。

また，Ⅱ－①北区は，土石流砂の厚い堆積に覆われていることから，トレンチ調査のみとし，③区東

は，全面が旧石風呂川の流路と判断したため，トレンチ調査も行わず終了した。

Ⅲ－（D（彰（彰区

地形的には南から北に向かって傾斜している。Ⅱ区と同様に東半分が石風呂川の旧流路の影響を受け

て，遺構の残りが悪い。検出した遺構は，ピット，土坑，掘立柱建物，砂糖竃である。出土遣物は少な

く，中世土器片・近世土器片がほとんどである。

Ⅲ－①区は，北側と南側は全面調査したが，北側は遺構無し，南側は部分的に残っていた。中央部は

トレンチ調査のみとしたが，遺構，遺物ともに検出できなかった。Ⅲ－③区もトレンチ調査した結果，

洪水砂礫に覆われており，遺構は検出できなかった。　．ぐニ㌢

（2）弥生時代

Ⅱ－②北区の旧石風呂川流域際で弥生土器の集中

している土坑状の溜まりがあった。高杯の脚部や鉢

など10点程見つかっている。当初，土坑として調査

していたが，明瞭な掘形は見られず，土坑とまでは

断定できなかった。その他にも弥生土器の集中した

箇所が見られたが，それらは旧石風呂川により深く

えぐられた箇所であったり，弥生土器自体が細片で

あり，摩滅していることから，これらはいずれも流
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写真22I－②北区　弥生土器検出状況（南から）
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第24図　調査区割図及び遺構配置図（1／500）



人によるものと考えられる。以上のように三殿出口遺跡では，弥生土器の流入による散布は見られるも

のの，弥生時代の遺構は検出できなかった。

（3）中世

STOI I－（り東区で検出した火葬墓である。平面形態は南北方向に長軸，東西方向に短軸を持つ楕円

形を呈している。現存での規模は長軸約100cm，短軸約55cm，深さ約20cmを測る。中央部やや北寄りに

上面を中心に被熱痕をとどめる花崗岩礫が2石配されていた。土層を観察した結果，中層から上層にか

けて焼け落ちた人骨が見られる事，石の下に骨片が無い事，2石の花崗岩礫は概ね現位置をとどめている

事，炭層及び石の裏側に繊維状の炭化物が付着していた状況等を確認した。以上のことからこれらの石

は棺台として使用し，土坑内で火葬にした可能性が高いことが解る。

帰属時期については2石間から出土した土師器の杯より中世のものと考えられる。

第25図I－④東区　STOl平・断面図　　　　　写真23I－④東区　STOl（西から）

SKO4I－④西区で検出した土坑である。平面形態は楕円形で，現存規模は長軸約190cm，短軸約105

cm，深さは約18－20cmを測る。土坑の主軸の方向は，N－700－Wである。この土坑で特筆されるのは，

上面に重ねられる形で径10－12cmのやや肉厚の土師器杯が6枚見つかっていることである。地鎮祭祀に

使用されていたものであろうか。

1～6は土師器杯である。ほぼ同形態・同法量で，底部へら切り調整・体部横なで調整なども同じで

あり，時期は中世と考える。

－二丈・－　．二二・二

＿．‥二二‾　＿＿＿二三十：‘

∈∃＝戎t＝』』
9　　　　　110細

第26図I－④西区　SKO4出土遺物実測図 写真24I－④西区　SKO4（西から）

SBOl　Ⅲ－①南区で検出した掘立柱建物である。西側が調査区外にでるため全体の規模は不明である
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が2間（3．8m）×3間（5．4m）の規模を持つと想定できる。主軸方向はN－25。一Wを測る。柱穴掘

形の平面形態は円形を呈し，直径25～30cmを測る。柱穴の深さはN04のみ10cm程度であるが，ほかは

一様に20～25cmである。柱穴出土遺物より，中世の掘立柱建物である。

叫　　　匝

◎No．1

現ゝ

0　　　　　　　　　　1m
J　，，，，：

第27図　Ⅲ－（》南区　SBOl　平・断面図

写真25　Ⅱ－①南区　SBOl（西から）

（4）近世

写真26　Ⅲ－②区　SFOl（東から）

SFOl　Ⅲ－②区北側で検出した砂糖製造用の竃である。竃は二連式で，ベース面を掘り込み，粘土を

つき固めて半地下式につくられていた。二つの竃の内，残りの良い南側のもので，平面形が，現存長で

内径約40cmの円形であった。また，北側の竃の下部には，ロストルに使われた方柱状の角礫が，幅約20

cmで直列に並べられていた。一方，焚き口は，竃本体の東側に二つ設けられており，竃との間は黄色粘

土をもって仕切りとしていた。なお，焚き口から後方には，掻き出した炭が一面に広がっていた。

砂糖づくりは，幕末から昭和初期にかけて旧大内郡で盛んに行われた伝統産業であり，文献資料及び

聞き取り調査から，この竃はさとうきびの搾汁を煮詰めて黒砂糖（白下糖）をつくるためのもので，煮

詰める工程を二段階に分けて行うため，二連式となっていることがわかった。
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B′

恒
24．80m

五

（D崩落した焼土ブロック層

②焼土層

（黄色粘土ブロック，
焼土ブロックが混入）

（彰炭層

（かまどからかき出した炭）

（り焼土ブロック単体
⑤濁灰黒色砂混じり粘質土

⑥灰黒色粘質土

？監禁話誓粘土
（かまどの壁）

（り⑦の赤色化が弱い部分

（9被熟により硬質化した粘土
（熟の通り道）

⑩被熟によりやや赤色化

した黒色砂質土

（ベース）

⑪黄色粘土層
（焚き口の仕切り壁）

⑫黄色粘土層

⑫′　黄色粘土層

⑫〝黄色粘土層
⑱灰黒色砂混じり粘質土

⑭茶黒色砂混じり粘質土

（ベース）

匿国かまどと焚口の壁

囲かまどを構成する石

第28図　Ⅲ－（む区　S FOl　平・断面図

3．まとめ

当遺跡では，中世及び近世の遺構面を検出した。以下，特筆される遺構について述べてみる。

まず，中世の遺構では，I－④区で検出したSTOl（火葬墓）が挙げられる。土葬が主である時代に

あって，火葬そのものが珍しいことから，県内で発掘された例は少なく，旧大内郡では，初めてのこと

となった。また，SK04から出土した土師器については，現状で詳細な時期決定がなされておらず，周

辺の遺跡で出土した中世の土師器を含めて，編年等の検討をする余地があり，今後の課題といえよう。

但し，中世の遺構面については，遺跡全体に広がる訳ではなく，I－④区などで部分的に検出するにと

どまった。その事は，当遺跡が地形的に不安定な所に営まれ，遺跡の東側を流れる石風呂用の度重なる

氾濫による洪水砂の堆積が，広範囲でみられたこと，I－③区では地下げがなされていたことからもう

かがい知れる。

一方，近世以降，石風呂用の流れも安定したと思われ，Ⅱ区，Ⅲ区では石風呂用の洪水砂上で，当該

期の遺構面を確認した。中でもⅢ－②区で検出したSFOlは砂糖製造用の竃で，幕末以降，伝統産業と

して盛んに行われた砂糖（白下糖）づくりが，この辺りで営まれていたことを証明するものとなった。

これまで文献等でしか知ることのなかった砂糖づくりについて，発掘調査より得た好資料である。

以上，三殿出口遺跡では，特徴的な遺構を確認した。しかし，全体的に遺構は希薄であり，調査前に

想定していた弥生時代の遺構については，後期の遺物を採取するにとどまり，明確な遺構は確認されな

かった。恐らく，南部山側の斜面地に弥生時代の集落が営まれていたものと思われる。
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金毘羅山遺跡

1．立地と環境

金毘羅山遺跡は大川郡大内町水主下屋敷に所在し，大

内平野を流れる与田川とその支流である別所川との合流

点から北西方向約200mの地点にある独立丘陵，金毘羅

山（標高約42．5m）の南東部丘陵上及び東山裾部に位置

する。大内町史によると，当遺跡付近の与田川周辺部の

微高地上からは，弥生時代から古墳時代にかけての遺跡　虐

が広範囲に分布しており，そのことは，昭和58年に実施

された圃場整備事業に伴い確認されている。さらに，当

遺跡の南東側には，与田川方向に眺望のきく尾根上に塔

の山南遺跡が位置し，ここからは，前年度の調査で弥生

il　金毘羅山遺跡
2　塔の山南遺跡

第29図　遺跡位置図（1：25，000）

時代後期以降の所産と思われる箱式石棺墓・石蓋土墳墓等を検出している。

2．調査成果

（1）概要

本年度は昨年度からの継続調査である。調査区は金毘羅山の南東部丘陵上及び東山裾部からなり，前

年度調査した東山裾部からは，弥生時代から古墳時代にかけての竪穴住居跡，中世（13世紀後半～14世

紀）の掘立柱建物跡などを検出している。本年度の調査は，丘陵部の約1300汀iで，一部前年度調査した

東斜面部より土器棺墓1基（弥生時代後期），また，先行して予備調査を実施した結果，2トレンチよ

り土器棺墓2基（弥生時代後期）を検出している。このことから，さらに数基の土器棺墓が検出される

ものと予想している。一方，1トレンチ・2トレンチより検出した中世の不明遺構（銭貨：宋銭出土）

については，埋土に多量の小形円礫を含んでいる。一方3トレンチからは，時期不明の溝1条と花崗岩

礫（30～50cm程度）を2．OmX1．5m程度の石室状に配した墓を検出している。

これらはいずれも現在精査中につき，詳細な時期，遺構の性格，さらに新たに検出する遺構等の報告

は今後にゆずることにする。なお，周知の金毘羅山古墳については，それに関わる遺構遺物が皆無で，

現状でその存在は確認できない。

写真27　南東部丘陵調査前状況　遠景（南東から）　　写真28　2トレンチ内土器棺墓検出状況（南西から）
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第30図　金毘羅山遺跡丘陵部地形測量図
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樋　端　遺　跡

1．立坤と環境

樋端遺跡は，大川郡白鳥町白鳥西藤井・同寺前に所在

し，地形的には大内町の虎丸山から北東方向に延びる低

丘陵上（標高約28～35m）に立地している。調査区の東

側には，湊川がつくりだした沖積平野を望み，西側には，1、ヲ・′ユ貞

古川の堆積地が広がっている。本遺跡は昨年度からの継

続調査であり，その結果，弥生時代及び古墳時代の遺跡

であることが判明している。

周辺の遺跡としては，東方に湊川の沖積平野上に営ま

れた弥生時代中期の集石墓等の墳墓を中心とする成重遺

跡が所在し，西方には平野部で弥生時代後期から古代に 第31図　　遺跡位置図（1：25，000）

かけての集落跡，また丘陵上では古墳時代中期から後期にかけての古墳9基が確認された原間遺跡が隣

接している。さらに，原間池を挟んで北側には，秋葉山から西方に延びる尾根上に古墳時代前期の大日

山古墳（前方後円墳）が所在する。この辺りは，南海道の推定ルートの一つとしても挙げられており，

湊川にかかっている「神越橋」という名称にも，それを想起させるものがある。

2．調査成果

（1）概要

本年度は昨年度からの継続調査であり，昨年度はA

区，C区北半分，D区で本調査を実施した。その結果，

弥生時代後期の竪穴住居1棟（C区），土器棺墓18基

（C区15基，D区3基），古墳時代後期の樋端2号墳

（A区，7世紀前半），神越2号墳（D区，6世紀末

～7世紀初）などを検出した。なお，B区及びE区東

半分はトレンチ調査をもって終了している。

本年度は残るC区南半分の本調査とE区西半分のト　　　　写真29　C地区遠景（東から）

レンチ調査を実施した。C区南半分では，弥生時代後期から終末期にかけての土器棺墓8基，土壌35基

と古墳時代の粘土榔木棺墓を主体部にもつ神越3号境を検出した。また調査区内からは，ピットの上部

に埋納される形で四菓座内行花文鏡の破鏡が出土した。帰属時期は，漠鏡の編年で5期，四葉座内行花

文鏡のⅢ式（AD60年前後）のものと思われる【註】。中心部近くに穿孔があることから，懸垂鏡とし

ての使用が考えられる。もともと破鏡の風習は，弥生時代後期から古墳時代初めにかけてみられるもの

で，集落跡から出土する例が多い。しかし，今回は，墓城から出土したということで，その性格につい

ては注目される点であり，今後の詳細な調査がまたれる。なお，E区西半分でのトレンチ調査結果は，

巻頭に記載しているので，ここでは省略する。

それでは，以下C区南半分での調査成果について報告する。
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（2）弥生時代後期～終末期

①土器棺墓

C区では，土器棺墓を北半分での昨年度の調査で15基，今年度

の南側での調査で8基の合計23基を検出している。これらは，湊

川の沖積平野を見おろす丘陵部につくられていることから，成重

遺跡を含め，その周辺地域に営まれていた集落との関連が指摘さ

れる。土器棺墓の蓋には，鉢を使ったものと高杯の脚部を欠いて：‘

使ったものとの2種類が確認されている。　　　　　　　　　　　読

今年度調査した8基の内ST20，22，23の3基については，残

りの状態が悪く，墓境の掘形が確認されなかった。それ以外のS

T16，17，18，19，21については，比較的残りの状況は良好で，

その内最良のST18について詳しく報告する。

S T18

調査区内を北東方向に延びる尾根の南斜面部（標高約30．0m）

に位置する。棺に口頚部を打ち欠いた壷（最大径約30cm，深さ約

30cm）を用い，蓋には鉢を用いている。棺の底部には穿孔が認め

られた。墓境は，棺を安定して置くためにカコウ岩盤を二段に掘

り込み，山側の掘形は斜度を急にして，それを支えにして棺を据

えたものと考えている。

②土墳墓

今年度の調査で，35基の土壌を検出している。そのほとんどの

平面形は長方形である。35基の内訳は，平・断面の形状，木棺痕

写真30　ST18検出状況（南から）

跡などから土墳墓と考えられるものが23基（SKOl，03，05，06，　第32図　　ST18　平・断面図

07，08，09，10，11，12，13，14，16，18，19，21，22，24，26，28，29，31，35），墓とは考えにく

いものが3基（SKO2，15，20），どちらともいえないものが9基（SKO4，17，23，25，27，30，32，

33，34）を数える。そこで土墳墓と考えられる23基について報告する。

∵㌣ザ㌣‾t
写真31尾根筋土墳墓列全景（北東から）
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ア，立地

調査区を北東方向に延びる尾根上と，それを挟んで南北の斜面に立地する（標高約28．9m～33．2

m）。どちらかといえば尾根上から南斜面にかけて多く分布することから，湊川の沖積平野方向を

意識しているものといえる。長辺主軸は23基中19基が東西方向である。
I

ィ，形態

平面形はそのほとんどが隅丸の長方形である。その内，現存長が最大のSK05で，長辺約3．8m，

短辺約1．6m，深さ約0．75mをはかり，最小のSK21で，長辺約1．4m，短辺約0．65m，深さ約0．15

mをはかる。なお，SK12，13では，割竹形木棺を安定して据えるために使用したと思われる人頭

大の河原石を床面で検出している。

ウ，出土遺物

土墳墓群の帰属時期を決定しうる遺物は，SK07より弥生土器片（弥生時代後期～終末期）が出

土している外，SK14の床面付近から弥生時代後期～終末期に属する鉄鎌が1点出土している。な

お，尾根筋を掘り込んでつくられているSDOlからも同形の鉄鎌が1点出土している。

エ，帰属時期

出土遺物をもって検証すると，概ね弥生時代後期から終末期にかけての時期幅の中に求められる

ものと考えている。個々の詳細な時期差については今後の検討課題だが，尾根筋を掘り込んでつく

られているSDOlより出土した鉄鎌からこの溝は，尾根筋上の土墳墓に伴う可能性が高い。よって

SDOlより先行してつくられたSK33とこれらとの間には，若干の時期差が認められる。

1m
Ll　　⊥＿　l＿＿」＿＿」

第33図　S K12　平・断面図

S K12

尾根の南斜面（標高約29．8m）に立地する。長辺主軸は，N－710　－Eをとる。床面で木棺を四方か

ら支えるために置かれた河原石を検出した。床面の断面形や置かれた河原石の状況から考えて割竹形木

棺を据えたものと考えている。
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（C◎に黄色粘質土のブロックを含む
②オリーブ黄色砂混り粘質土

（花尚土ブロック少し含む）
⑨オリーブ灰色砂湿り粘賞土

（花錦土の粗い砂含む）

⑥オリーブ黄色砂混り粘黄土（木棺痕跡）
（細砂を多く含む）

⑤オリーブ灰色砂混り粘賃土（木棺痕跡）
（細砂を多く含む）

（り灰白色砂混り粘質土
⑦褐灰橙色砂混り粘質土
⑧⑤とほぼ同じ，やや黄色系
（釘灰橙色砂混り粘賃土

（花崗土の粗い砂含む）
⑩暗灰黄色砂湿り粘質土
⑪暗灰黄色砂混り粘質土
⑩暗灰色砂湿り粘質土

第34図　S K19　平・断面図

S K19

尾根筋上（標高約31．6m）に立地する。長辺主軸は，N－820　－Eをとる。木棺痕跡の形状から，割

竹形木棺を据えたものと考えている。

（3）古墳時代

（丑神趨3号墳

ア，調査前の状況

神越3号境は，調査区内を南西より北東方向にのびる尾根筋のピーク（標高約34．5m）に位置す

る。この辺りは，早くからのタバコの栽培などに伴う開墾のため旧地形の改変が著しく，現状での

墳丘等は確認できなかった。

ィ，墳丘

遺構は主体部1基と主体部より南西方向の尾根筋上で，尾根に直交して掘り込まれた溝を1条検

出した。恐らく周濠の一部が残ったものと考えられる。このことから想定して，墳径約10m程度の

円墳を復元することができる。また，土層を観察した結果，盛土は確認されていないので，地山整

形によってのみ築造されたか，盛土があったけれど後世に流出したのかは不明である。

ウ，埋葬施設

検出した主体部は1基で，土層断面からU

字状の割竹形木棺の痕跡をもつ粘土榔木棺墓

と判明した。概ね，尾根に直交してつくられ

ており，長辺主軸はN－420　－Wをとる。墓

壕は二段に掘り，割竹形木棺を安定させるた

めの赤褐色粘土（暗緑黄色粘土が混ざる）を

床面と縁辺部に敷き，棺を置いた上により赤

褐色の濃い粘土で被覆したものと考えている。

規模は現存長で，長辺約2．7m，短辺約1．5m，

深さ約0．4mをはかる。

写真33　神越3号墳主体部検出状況（北西から）
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第35図　樋端遺跡C地区地形測量図
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エ，出土遺物

主体部から緑色系のガラス玉4点と長さ14．5cm程度のヤリガンナ1点が出土した。ガラス玉は4

点とも，南東側の小口に近い床面から出土していることから，これらは棺内遺物と判断でき，かつ

頭位は南東側と考えられる。ヤリガンナは中心部より北西よりで，赤褐色の濃い粘土中から出土し

たので，棺外遺物の可能性が高い。なお，周濠の一部と思われる溝からの出土遺物は皆無だった。

オ，帰属時期

原間3号境と類似していることから，古墳時代中期と考えられる。

㌔
⑳　　　　　　　　A

①腐葉土
②淘灰オリーブ色砂混り粘質土（砂粒やや粗い）

（参滝黄灰色砂混り粘質土（砂粒やや粗い）
④灰白色砂混り粘質土（砂粒細かい）
⑤濁黄茶色砂混り粘黄土（砂粒粗い）

（軟亘）とほぼ同じ．⑤より粘質
⑦②とほぼ同じ，（罫より砂粒が粗い
⑧⑤とほぼ同じ㍉花崗土の砂粒が若干混入
⑨赤褐色粘質土（棺を請っている粘土が崩れたもの）
⑩赤褐色粘質土（棺を請っている粘土が崩れたもの）
⑪赤褐色粘寅土

⑫暗緑黄色粘質土（赤褐色粘質土が少し混入）
⑱⑯とほぼ同じ（砂質強い）
⑱赤褐色粘質土（棺を置く前に貼った粘土，⑨＠より赤色が薄い）
⑯赤褐色枯葉土と暗緑黄色粘質土とが混ざった膚

（棺を揮っている粘土が崩れたもの）
⑱褐灰白色砂混り粘質土（細砂を多く含む．木棺痕跡）
⑰⑱とほぼ同じ，木棺痕跡（赤褐色粘土が混入）
⑱褐灰色砂混り粘頁土

こ、（砂粒細かい、棺を漂っている粘土が崩れたもの）
⑩褐灰色砂貿土（砂粒粗い）
⑳⑮とほぼ同じ
⑳㊥とほぼ同じ
㊨赤褐色粘質土（暗緑黄色粘質土が少し混入）
⑳褐灰色砂質土（砂粒細かい）

第36図　神越3号墳主体部平・断面図

3．まとめ

前年度の調査成果をふまえて報告すると，樋端

遺跡では，湊川方向を望む丘陵上（C・D地区）

に弥生時代後期から古墳時代にかけての墓城が営

まれており，中でも弥生時代後期から終末期につ

いては，C・D地区あわせて26基の土器棺墓が密

集していた点，C地区の尾根上には比較的大型の

土墳墓が尾根筋に沿って整然と配置されていた点

は特筆されよう。また古墳時代では，前年度調査

した神越2号墳（後期，横穴式石室）に先行する

神越3号墳（中期，粘土榔木棺墓）を検出したこ　　　写真34　神越3号墳完掘状況（東から）

とは成果の一つである。これらは，成重遺跡での成果とあわせて，湊川中流域における弥生時代中期か

ら古墳時代にかけての墓制を考察する上での重要な資料といえよう。さらに，調査成果の中でも述べて

いるようにこの墓域を造営した集団は，湊川沿いに集落を営んだものと考えられ，C地区南側の丘陵裾

で弥生時代中期から古墳時代にかけての集落・墓域が確認されている神越遺跡，さらに湊川をはさんで

東側の成重遺跡などとの関連が指摘される。尚，周知の神越桃山古墳（後期）に関連する遺構・遺物は，

C地区内では確認されなかったこともあわせて報告する。

【註】岡村秀典「後漠鏡の編年」『国立歴史民俗博物館研究報告　第55集』国立歴史民俗博物館1993
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成　重

1．立地と環境

成重遺跡は，大川郡白鳥町成重に所在する。本遺跡は湊川によって形成された沖積平野に立地し，標

高は概ね13m前後を測る。この平野は東方を帰来山系，西方を虎丸山系から派生する丘陵に挟まれてお

り，南北に長く開けている。湊川は現在の流路に固定されるまで幾度も流路を変えて流れており，昨年

度までの成重遺跡の発掘調査でも各時代の自然流路跡が確認されている。調査区は南北に延びる国道318

号線を中心に挟む形で東西約450m，南北約70－80mとかなり広く，遺構面はほぼ全域にわたって2枚

以上確認される。調査区西側は湊川氾濫原であり，平成8年度に実施された予備調査では遺構。遺物を

確認していない。

本遺跡は平成9年度からの継続調査であり，これまでの調査で多くの知見を得た。特に平成9年度の

調査では弥生時代中期から後期にかけての集石基を始めとする墳墓群，弥生時代後期を中心とする竪穴

住居群等を検出しており，弥生時代の居住遺構と埋葬遺構を併せ持つ貴重な遺跡として注目を浴びてい

る。また周辺の遺跡としては，東側に弥生時代の竪穴住居跡を検出した谷遺跡，善門池西遺跡があり，

さらにその東には弥生時代中期の集落跡を検出した池の奥遺跡が所在する。池の奥遺跡では数多くの石

器，石製品が出土しており，特に磨製石斧の出土量は香川県内においても屈指であり，注目に催する。

西側には26基の土器棺墓を始めとする弥生時代後期の墳墓群を検出した樋端遺跡が所在し，本遺跡にお

ける居住域と墓域の関係を考える上で，これら近隣の遺跡群は重要な資料となるであろう。

本年度は国道318号線を挟んで東側のD2区・D3区・D4区・国道318号線拡幅部の調査と西側のG

4区・G5区・G6区・G7区・G8区の調査を行った。以下各調査区ごとに調査成果を述べる。

第37図　調査区割図（1／4，000）
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2．東側調査区の成果

（1）国道318号線拡幅部の概要

国道埠8号線拡幅部は国道の東側に位置する細長い調査区である。以下，写真と図面の表記は「R318」

とする。基本層序は昨年度調査され，南側に接するA3区とほぼ同じである。遺構面は2面ある。第1

遺構面では中世の土坑群が，第2遺構面では弥生時代の竪穴住居状遺構と旧流路が検出された。

ナ空、廓が

∴‥・l：一一

＿1

「．了十一

＼

第1遺構面

型

∴十

0　　　　　　　　　　　　　10m

10m

第38図　R318　遺構配置図（1／300）

第2遺構面SXOl　調査区の中央部で検出した竪穴住居状遺構である。大部分が調査区外に延びる。平

面形は隅丸方形で，南北5．4m，深さ32cmを測る。

断面形は壁が直に落ち，床面はほぼ平坦である。南

側の壁際で壁溝状の溝が，東側の壁際では土坑が検

出されている。この土坑の埋土は暗褐色粘土であり，

炭や焼土は全く認められなかった。また，位置的に

も中央から大きくずれており，炉としての機能は考

えられない。遺物は東側の壁際にかたまって床面直

上から出土している。1は下川津B類の聾である。

体部外面に細かい刷毛目を，内面に指頭痕を施す。

2は高杯の杯部である。
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写真35　R318　SXOl　完掘状況（西から）



①　にぷい黄褐色砂混粘質土（10YR5／4）
②　褐色砂混粘質土（10YR4／4）
②′褐色砂混粘質土（10YR4／4）　やや砂を多く含む
③　暗赤褐色粘質土（2．5YR3／3）
④　にぷい黄褐色シルト（10YR5／3）
⑤　黄褐色砂混粘質土（10YR5／6）
⑥　暗褐色砂混質土（10YR3／3）
⑦　にぷい黄褐色砂混粘質土（10YR4／3）
⑧　明黄褐色シルト（10YR6／6）

2m

LT［一」一一丁二二＝∃

⑨　にぷい黄褐色多砂混粘質土（10YR4／3）
⑲　にぷい黄色粘性微砂質土（2．5Y6／4）
⑪　灰黄褐色砂混粘質土（10YR4／2）
⑫　灰褐色砂混粘質土（7．5YR4／2）
⑬　にぷい黄褐色粘質土（10YR5／4）
⑭　にぷい黄褐色砂混粘質土（10YR5／3）
⑮　にぷい黄褐色粘質土（10YR5／3）
⑮’にぷい黄褐色粘質土（10YR5／3）やや砂を多く含む

0　　　　　　　　10cm

トrTTr」－－　＿＿二∃

第39図　R318　第2遺構面　SXOl　平・断面図（1／60）及び出土土器実測図（1／4）

第1遺構面SKOl～04　調査区の中央部で検出した土坑群であり，列状に整然と並んでいる。これらの

土坑群に共通する点を挙げると，①平面形が整った長方形である。②主軸方向がほぼN－400　－Wであ

る。③規模はSK02に切られるSKO4以外は長さ1．6m～2．0mである。ただし，幅は65cm～1mとやや

開きがある。④断面形状は壁がほぼ直に落ちる。⑤埋土は灰褐色系である。また第1遺構面ベース土な

いしは直下のにぷい褐色混砂粘質土のブロックを含むものが多いが，このことから掘削後すぐ埋め戻さ

れたと想定できる，がある。以上のような共通点からこれらの土坑群は近接した時期に営まれたと考え

られ，性格としては土墳墓である可能性が高い。第40図に図面を呈示したSK03は長さ2．0m，幅95cm

を測り，どの層にも遺構面ベース土を含

み，①～（Bの項目を満たしている。出土

遺物には最下層で中世の土師器の杯の口

緑部小片が出土している。よって，これ

らの土坑群は大きくは中世に比定できる。

また，成重遺跡では平成10年度に南側に

隣接するA3区第1遺構面で13C頃に掘

削された土墳墓の可酸性が高い，列状に

並ぶ土坑群が検出されている。今回調査

した土坑群はこれらの土坑群と主軸方向

がほぼ一致，ないしは直交しており，近

接した時期のものである可能性が高い。

0　　　　　　　　1m
「」　l　言　　　　」

Et

第40図　R318　第1遺構面　S KO3　平・断面図（1／40）
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なお，塩土には弥生土器細片が比較的多く混じるが，手．一㌢

これは弥生時代の遺構面である第2遺構面の包含層　／

まで掘即が及んでいるためであろう。

（2）D区の調査概要

D区は成重遺跡の調査区東端に位置する。地形は

大局的には丘陵裾部の緩斜面（D2区東部，D3区）

と沖積面（D2区西部）からなるが，D3区・D2

区の中央部には東西方向に延びるごく浅い谷がある。

基本層序は昨年度までに調査されている通りで，遺

構面を2面確認できた。基本的に第1遺構面では古

代後半～中世の遺構を，第2遺構面では弥生時代の

遺構を検出した。

D2区第1遺構面S POl　調査区南部で検出したピ

ットである。径40cm，深さ40cmを測る。このピット

では長胴嚢が正位に埋納された状態で出土した。こ

の嚢は底部を人為的に欠いている。呈示した図では

口縁部，胴部が欠損しているが，これは調査中のミ

スによるものであり，本来は底部以外は完形である。

1は体部外面に細かい刷毛を施している。

写真36　R318　SKOl～04　全景（西から）

写真37　D2区　第1遺構面　全景（南から）

10cm
l．，．，！　　　　I

第41図　D2区　第1遺構面　SPOl平・断・立面図（1／10）及び出土土器実測図（1／4）
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D2区第1遺構面SDO2　調査区南部で検出した東西方向の溝状遺構である。検出長2．8m，幅60－90

cm，深さ20cmを測る。断面形は浅い皿状を呈する。出土遺物には土師器の杯，土釜，片口揺り鉢等があ

る。1は土師器の片口揺り鉢である。内面に9条の条溝を施す。

L＝12．10

Arで…≡≡≡≡≡ヲーA′0 2m

」＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　」

第42図　D2区　第1遺構面　SDO2　平・断面図（1／80）及び出土土器実測図（1／4）

（3）東側調査区のまとめ

東側調査区では遺構面を2両確認している。以下，遺構面ごとに説明する。

第2遺構面　昨年度までの調査により今年度調査区の北側と南側で竪穴住居群の分布が確認されていた。

特に南側では弥生時代後期中葉，後葉の竪穴住居5棟が列状に並んで検出されており，今年度調査区で

も未検出の竪穴住居が見つかることが期待されていた。しかし検出できたのはピット，土坑，溝状遺構

のみであった。この理由については地形に関わるのではないかと考えている。竪穴住居群が検出された

のは丘陵裾の緩斜面であるが，今年度調査区，特にD2区は東の丘陵にある谷地形の延長部にあたり，

浅く窪んだ地形になっている。そのため竪穴住居群が分布する北側のD4区や南側のDl区，Dla区

よりレベルが低くなっている。調査区においてはなかったが，東側の丘陵の谷部では現在，湧水が認め

られる。よって当時も湧水や降雨による水の通り道であった可能性があり，このことが本年度調査区で

竪穴住居が造られなかった一因でないかと考えられる。

第1遺構面　国道318号線拡幅部では13C頃の土墳墓と考えられる土坑列を検出した。成重遺跡の第1

遺構面では同様に列状に並ぶ土坑群が数十基あり，これらはほぼ主軸方向を同じくする。今後の課題と

しては土坑の性格と時期の決定，そして同時に営まれた集落との関係の把握等があろう。
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第43図　A区～D区　第2面　遺構配置図（1／400）
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第44図　A区～D区　第1面　遺構配置図（1／400）
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3．西側調査区（G区）の成果

（1）G区の概要

G区は，国道318号線の西側に位置し，成重遺跡の最西端に設定した調査区である。この調査区は昨

年度からの継続調査区で，これまでにGl～3区を調査している。今年度は昨年度に引き続きG4～8

区が，調査対象地である（第37図）。

G4～8区は湊川の旧の氾濫原に近く，現在でもその痕跡が調査区西側で，1～2mの比高差として

残っている。

基本土層序は耕作土下に0．4～1m程の洪水砂礫層が調査区全面に堆積し，その上面で今回第1遺構

面とした近世の遺構を検出した。砂礫層下に砂層を挟みやや安定した暗灰黄色シルト層がある。この上

面が昨年度までの古代・中世面（昨年度第1遺構面）である。今年度はこの面で古代・中世の遺構を検

出していないので，遺構面の設定を行っていない。さらに砂層と粘質土の交互層を挟み約60cm下で，淡

黄茶色粘質土となる。この土層上面で弥生時代後期の遺構を検出したので，今年度はこの面を第2遺構

面とした。さらに砂層と粘質土の交互層を挟み約70cm下で，暗灰黄色砂混じり粘質土層となる。この土

層上面で弥生時代中期の遺構を検出したので，今年度はこの面を第3遺構面とした。

G4・5区では第2・3遺構面は若干西側（G5区側）が高くなるものの，ほぼ均一に堆積したそれ

ぞれの土層上面にあり，かなり安定した遺構面であったことが想定できる。しかし，G6・8区からは

北に向かって傾斜している。そのためG6・8区では第2・3遺構面が同一遺構面となっている。第1

面を検出した砂礫層は全面で確認したが，第2・3面と同様に西側が高く，東に向かって傾斜している。

第1遺構面形成砂礫層は調査区全域で確認でき，ほぼ全域で遺構を検出した。検出した遺構は柱穴・

土坑・砂糖竃である。第2遺構面形成シルト層は調査区全域で確認できるが，遺構はG4・5・6・8

区で部分的に検出したのみである。検出した遺構は掘立柱建物・竪穴住居・集石状遺構などである。第

3遺構面形成粘質土層は旧湊川氾濫砂礫層によって西側を削平されており，結果的にG4・6・8区で

検出した。検出した遺構は掘立柱建物・竪穴住居・土墳墓・集石状遺構・柱穴などである。

（2）第3遺構面検出遺構

現在調査中のG4・6・8区で弥生時代中期の遺構を検出しているo G4区では集石状遺構5基，掘

立柱建物1棟，土墳墓5基，溝状遺構を7条，柱穴を検出している。また，G6・8区では竪穴住居1

棟，土墳墓1基，柱穴を検出している。第3遺構面

とした中期の遺構面はG6区北部からG4区西部に

かけて続く流路（砂礫層）によって削られており，

これより以西では遺構を検出していない。G7区は

現在調査中であるが，当該期の遺構を検出している

ので今年度の調査区が成重遺跡の弥生時代中期の集

落の西端部であることが確認できた。

SHOl（G6・8区）　北西部で検出した竪穴住居

である。北西部を弥生時代中期の遺構面を切る砂礫

層によって削られているものの平面形態は円形を呈 写真38　G6・8区　第3面遺構検出状況（北東から）
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し，規模は直径約5．7m，掘削面からの深さ約0．3mを測る。土層及び竪穴内床面検出遺構から切り合い

が確認でき，ほぼ同位置で住居があったものと考えられる。内側の竪穴住居は円形で，直径約4．8mを

測る。周囲に壁溝が有し，ほぼ中央部に歪な円形を呈する炉を検出している。主柱穴は4あるいは5穴

と考えられる。東部床面直上には砥石及び台石が出土している。時期は出土遺物から弥生時代後期と考

えられる。一方周囲に残る竪穴住居はそれ以前（中期）と考えられ，集落城の継続性が考えられる遺構

である。

①　淡褐茶色砂礫混じり粘質土居
（砂や2mm以下少邑礫中2～5cm程度少量）

（か　淡黄茶色砂層

（中0．5mm以下）
③　淡黄茶色砂礫混じり粘質土層

（砂中1mm以下少邑礫中1～2cm少量）
④　淡灰茶色砂礫混じり粘質土

（砂中1mm以下，礫1～4cm程度）

（彰

⑤　淡茶色砂混じり粘質土層
（砂中1mm以下）

⑥　滅茶灰色砂質土層
（か　淡灰茶色砂質土層
（り　褐灰茶色砂混じり粘質土層
⑨　淡暗黒色粘質土層（炭層）
⑲　淡暗黒色粘質土層

（⑩より炭の入り具合が少ない）

0　　　　　　　　　　　1m

と＿＿＿ユー＿＿＿」＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿」

⑪　濁灰茶色砂質土層
⑫　淡黄茶色砂質土層
⑱　茶黄色砂質土層
⑭　⑱とほぼ同じ
⑮　濁暗黒色砂質土層

第47図　第2・3面　SHOl　平・断面図
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SBOl（G4区）　調査区南東で検出した掘立柱建

物である。南東側は調査区外であるために調査を行

えなかつたが，1間×3間の規模と考えられる。主

軸方位はN－500－Wである。柱間距離は長列が1．8

m，短列が3．3mと整然としている。柱穴の平面形

状はすべて直径60cmほどの円形を呈する。また，柱

穴の深さも60cm前後と一定しており，すべての柱穴　卜

で柱痕を確認している。

長軸北西方向にあるSPO81は，SPO23およびS

P126からほぼ等距離（2．5～2．6m）にあり，埋土

も建物を構成する柱穴と類似していることから，S

BOlの棟持柱と考えられ

る。SPO20からは厚さ

5cmほどの平らな石が出

土しており，添石と考え

ている。

1はS PO22から出土

した遺物である。口緑部

に刻目紋を施した壷で，

頚部内外面に刷毛目が施

されている。

柱穴出土遺物よりSB

Olは弥生時代中期と考え

られる。

SBOlは，これまでの

成重遺跡の発掘調査で検

出していなかった棟持柱

をもつ建物という特異な

構造と，きわめて規則性

①

②
③

④

⑤

⑥
⑦

⑧

（動

茶黄灰色粘質土層

写真39　G4区　SBOl　検出状況（西から）

㊥　　　　　⑨

淡黄茶色微砂混じり粘質土層　③
茶黄色微砂混じり粘質土層（ベース）
茶灰色粘質土層
黄茶色混じり粘質土層

①　　　　　　　　①

0　　　　　　　　　1m
lr．「TA w一一一一二

第48回　G4区　SBOl　平・断面図（第3面）

が高く建てられていることから，集落内で特別の役割を果たす建物である可能性が考えられる。

土墳墓

土墳墓はG4区東部を中心に6基検出して

いる。そのほとんどが主軸をN－500－Eの

方向を取っていることから墓域を構成するの

にある程度の方向性があったものと考えられ

る。しかし，土墳墓には検出面からの深度が

浅いものと深いものがあることから同一時期

l，，，，：

第49図　SBOl（S PO22）出土遺物実測図
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の築造ではないと考えられる。

STO3（G4区）　G4区東部で検出した土墳墓で，検出面からの深度が深いものである。平面形態は

隅丸の長方形を呈し，規模は長軸約1．6m，短軸約0．8m，深さ約0．4mを測る。墓境の掘形は土層断面

から箱形を呈している。

墓境内より弥生土器の破片が出土している。1は高杯である。直線的に延びる杯部から口緑端部が上

方に屈曲し，僅かに左右に拡張する。杯部内外面に縦方向のへラ磨きが施されている。時期は弥生時代

中期である。

STO4（G4区）　G4区東部で検出した土墳墓で，

検出面からの掘削深度が浅いものである。平面形態

は隅丸の長方形を呈し，規模は長軸約1．4m，短軸

0　　　　　　　　　10m
：，，，，：

第51図　STO3　出土遺物実測図

50cm
①醐艶冊ざり粘賃淵（柵を含む）告，‥，！②　暗黄色砂層（岬．5m以下）
③　暗褐灰黄色砂混ざり粘質土（炭を少塵含む）
④　暗灰黄色シルト層
⑤l　褐黄色砂質土層（ベース）

写真41G4区　STO4　検出状況（北から）

や

①　灰茶色シルト混じり粘質土層　9
画　料姦i畠粘拒　‾（六＝貢ri　一　一　一　一［

第52図　G4区　STO3　平・断面図（第3面）　第53図　G4区　STO4　平・断面図（第3面）
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約0．85m，深さ約0．15mを測る。墓壕の掘形は浅いものの箱形を呈していたものと考えられる。墓墳床

面には2－10cm程度の礫をまばらに敷いたように配されていた。墓境内より弥生土器片が出土している。

墓墳掘り込み面の土層関係から弥生時代中期の所産と考えられる。

集石状遺構

弥生時代中期の集石状遺構は，G4区で4基検出している。これら4基の集石状遺構は弥生時代中期

の遺構面と弥生時代後期の遺構面間に堆積した層上面で検出している。弥生時代中期の遺構面と後期の

遺構面の間には河川の氾濫による堆積のため均一な堆積ではないものの5つの層が確認できる。細分す

れば集石状遺構2は土層序⑳上層に構築され，集石状遺構3は土層序⑲上層，集石状遺構4・5は土層

序㊧上面に構築されていることが確認できる（第45図）。したがってG4区で検出した集石状遺構4基

は同一時期に存在したものは2基でそれ以外は単独で存在したことが窺える。

今回はそのうち集石状遺構2・3について報告する。

⑨
①　褐黄茶色粘質土層
②　濁灰黄茶色砂混じり粘質土層（⑥の小ブロックを少量含む）
③　濁灰茶黄色粘質土層

〉　′／ヽ′一′、l．．〃」一一ノl＝．＝．⊥／F∃

④濁茶灰黄色粘質土層（部分的に濁黄色の砂層【中1mm以下］を含む）⑨濁褐黄色粘質土層（ベース）
⑤　淡黄褐色砂混じり粘質土層（¢1mm以下の細砂）

第54図　G4区　集石状遺構2　平・立・断面図（第3面）

⑥　黄褐灰色砂質土層（細砂を含むと1cm程度の小礫を含む）
⑦　談灰褐色砂礫混じり粘質土層（¢1mm以下，礫2～5cm）
⑧　淡灰褐色粘質土層
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集石状遺構2　G4区のほぼ中央部で検出した。平面形態は隅丸の方形状を呈しており，規模はほぼ一

辺が約1・4m，中央部の高さ約0．2mを測る。遺構面は前述したように土層序⑳上層で検出した。盛り上

がりは集石断面から5～15cm程度の礫を主として，下部に茶褐色粘質土で構成されていることが解る。

また，ほぼ中央部に径約15cm，深さ約30cmの柱穴を確認した。この集石に伴うものと考えられ，今後集

石の性格を考えるのに貴重な資料になるものである。

土器と石の比率は土器が94点（13％），石が653点（87％）と圧倒的に石が多いことが解る。土器片に

は完形に近いものはなく全てが破片で，特に被熱の痕跡のあるものやミニチュア土器などの特殊な土器

は確認できなかった。石材については総数653点中，砂岩（57％）が多く，次いで花崗岩（26％），粘板

岩（8％）・結晶片岩などが少量認められる。また，石材総数の約8％が被熱を受けていることが確認

できた。

集石状遺構3　G4区中央北部で検出した集石状遺構で，石の堆積状況から上位集石と下位集石にわか

れる。土層断面より下位集石が弥生時代中期遺構面に形成され，それが褐茶色砂混り粘質土・黄茶色石

質土によって埋没した後，ほぼ同じ場所に上位集石が形成されたものと考える。

上位集石は平面形態がやや南酔→北東方向に長い歪な楕円形を呈しており，規模は東西長軸約2m，

南北短軸約1・3mを測る。土層断面から綾部から緩やかに層が厚くなり，ほぼ中央部で約15cm程度の盛

り上がりとなる。盛り上がりは全て石と土器で構成されている。下位集石は平面形態が円形を呈してお

写真42　G4区　集石状遺構2　検出状況（西から）　写真44　G4区　集石状遺構3　検出状鋸南から）

写真43　G4区集石状遺構2　土層断面（南から）　写真45　G4区下位集石状遺構3　検出状況（南から）
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1’腿

①　淡黄茶色シルト層

②　黄茶色砂質土層（中1～5mm程度の砂粒を含む）
③　褐茶色砂混じり粘質土層

④　茶黄色粘質土層

上位集石状遺構平・断面図

50cm①濁黄茶灰色微砂混じり粘質土層③
ヒ二」＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」　　　②　濁茶黄色砂質土層（①が混じる）

③　濁茶黄色砂層（中0．5mm以下，ややしまる）

下位集石状遺構立石平・断面図

第55図　G4区　集石状遺構3　平・立・断面図（第3面）

－68－
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第56図　E区～G区　第2面　遺構配置図（1／400）



り，規模は東西約0・7m，南北約0．7mを測る。やや小振りの集石で，ほぼ中央に穴を掘り30cm程度の扁

平な石を立てている。

立石は下位集石の中央部ではないものの，立石を中心に他の石が盛り上げられた様に検出でき，集石

状遺構2の中央の柱穴と同様に今後集石状遺構の性格を考えるのに重要なものと考える。

土器と石の比率は土器が147点（25％），石が433点（75％）と圧倒的に石が多いことが解る。土器片

には完形に近いものはなく全てが破片で，特に被熟の痕跡のあるものやミニチュア土器などの特殊な土

器は確認できなかった。石材については総数433点中，砂岩（58％）が多く，次いで花尚岩（22％），粘

板岩（11％）・結晶片岩などが少量認められる。また，石材総数の約14％が被熱を受けていることが確

認できた。

弥生時代後期（第2遺構面検出遺構）

現在調査継続中のG7区を除くG4・5・6・8で，遺構を検出している。G4区では調査区北西隅

で掘立柱建物・竪穴住居の壁溝及び集石状遺構1を，G5区では集石状遺構1・溝状遺構を，G6・8

区では集石状遺構1を検出しているが，それぞれの調査区での遺構密度は希薄で，成重遺跡全体から見

ると集落の縁辺部であった可能性が考えられる。

土層的には地表下約1・4m（標高約12．4m）で，黄茶褐色粘質土が調査区全面に堆積しており，やや

写真46　G5区　集石状遺構1検出状況（西から）

写真47　G5区　集石状遺構1土層断面（西から）

写真48　G4区　集石状遺構1検出状況（南から）

写真49　G4区　集石状遺構1・5　検出状況（南から）
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西から東に若干傾斜しているものの安定した面が広がっていることが確認でき，その上面で弥生時代後

期の遺構を検出した。

集石状遺構1G5区で検出した集石状遺構1は平面形態が石・土器の密度に差はあるもののほぼ円形

を呈しており，規模は東西約4m，南北約4mを測る。土層断面から緑部から緩やかに層が厚くなり，

ほぼ中央部で約10cm程度の盛り上がりとなる。盛り上がりは全て石と土器で構成されており，石と土器

の分布には北西部に特に石が集中し，南東部に土器が集中すると入った若干の差が認められる。土器と

石の比率は土器が4757点（93％），石が334点（7％）と圧倒的に土器片が多いことが解る。土器片には

完形に近いものはなく全てが破片で，特に被熱の痕跡があるものやミニチュア土器などの特殊な土器は

確認されなかった。石材については総数334点中，砂岩（82％）が多く，次いで花崗岩（15％），粘板岩

（2％）・結晶片岩などが少量認められる。また，石材総数の約23％が被熱を受けていることが確認で

きた。
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⑤　①暗茶灰色粘質土層（土器・石を包含する層）
②　濁茶黄色粘質土層
③　淡茶色砂混じり粘質土層

④　濁茶色砂層（中1mm以下）
⑤　茶灰砂礫層（中砂2mm以下，礫2～10cm）

第58図　G5区　集石状遺構1平・断面図（第2面）
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遺物は弥生時代後期中葉を中心とし，若干前葉の土器を含む。
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①　暗灰茶色粘質土層
②　暗茶灰色粘質土層
③　濁黄茶色粘質土層
④　濁茶黄色砂層土層
⑤　濁黄色砂質土層
⑥　淡茶色砂混じり粘質土層（砂中1～4mm程度少量，茶黄色粘質土のブロックを含む）
⑦　灰茶色粘質土層（茶黄色粘質土のブロックを少量含む）
⑧　茶色砂礫混じり粘質土層（砂中1～4mm程瓦礫3～7cm程度）

⑨　茶褐色砂礫混じり粘質土層（砂中1～4mm程度，礫2～5cm程度）
⑲　茶褐色砂混じり粘質土層（砂中1～7mm程度少量）
⑪　茶灰色粘質土層（部分的に炭・焼土を含む）
⑫　灰茶色砂混じり粘質土層（砂02～5mm程度少量）
⑱　黄茶灰色粘質土層
⑭　灰茶色粘質土層
⑮　濁茶黄色粘質土層

第59図　G4区　集石状遺構1　平・断面図（第2面）
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第60図　E区～G区　第1面　遺構配置図（1／400）
－75～76　－



集石状遺構1　G4区で検出した集石状遺構1は平面形態が歪な円形を呈し，規模は東西約3．5m，南

北約4mを測る。土層断面から緑部から緩やかに層が厚くなり，ほぼ中央部で約15cm程度の盛り上がり

となる。特に中央部での土器の密集度は高い。また，土器・石の密集する上部と石だけが落ち込み状に

堆積する下部とに細分できるが，明確な平面形態は確認できなかった。土器と石の比率は土器が5053点

（74％），石が1735点（26％）と圧倒的に土器片が多いことが解る。土器片には完形に近いものはなく

全てが破片で，特に被熱の痕跡があるものやミニチュア土器などの特殊な土器は確認できなかった。石

材については総数1735点中，砂岩（62％）が多く，次いで花崗岩（21％），粘板岩（8％）・結晶片岩な

どが少量認められる。また，石材総数の約16％が比熱を受けていることが確認できた。

この傾向はG5区で検出した集石状遺構1とほぼ同じで，弥生時代後期の集石状遺構に共通する在り

方と言えよう。

遺物は弥生時代後期中葉を中心とし，若干前葉の土器を含む。

近世（第1遺構面検出遺構）

現在調査継続中のG7区を除くG4・5・6・8区で近世の遺構を検出している。特にG5区で柱穴

①　暗灰色粘質土層

Eヨ焼土

匡∃被熟痕跡のある石
④　①に淡泊黄色粘質土の細かいブロックを含む⑨　黄色砂混じり粘質土

②　①＋明褐茶色（焼土）＋淡泊黄色粘質土のブロックが混ざった土層　⑤　暗茶灰色粘質土層
②′①＋明褐茶色（焼土）＋淡泊黄色粘質土のブロックが混ざった土層　⑥　暗灰色砂混じり粘質土

（焼土ブロックを多量に含む）　　　　　　　　　　　　　　　⑦　淡赤色砂混じり粘質土（焼土）
③　焼土ブロック ⑧炭層

第61図　G5区　砂糖竃　平・断面図（第1面）
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⑲　焼土＋炭の混ざった土層
⑪　黄色砂混じり粘質土が変色（焼土）
⑩　暗赤色砂混じり粘質土
⑬　暗灰色砂混じり粘質土


